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宝
命
寺
は
武
蔵
町
小
城
に
あ
る
天
台
宗
の
寺

院
で
す
。
小
城
山
の
中
腹
に
あ
る
駐
車
場
か
ら

徒
歩
で
観
音
堂
に
上
っ
た
所
に
こ
の
国
東
塔
は

立
っ
て
い
ま
す
。
総
高
四
ｍ
の
重
量
感
の
あ
る

均
整
の
取
れ
た
国
東
塔
で
す
。
銘
文
が
な
い
の

で
何
時
造
ら
れ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
鎌
倉
末

か
ら
南
北
朝
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
り
は
ス
ダ
ジ
イ
の
原
生
林
で
こ
れ
も
県
指
定

の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

付
近
に
は
展
望
公
園
が
あ
り
、
大
分
空
港
を

眼
下
に
遠
く
は
佐
田
岬
ま
で
素
晴
ら
し
い
眺
望

と
な
っ
て
い
ま
す
。

武
蔵
町 

「
宝
命
寺
国
東
塔
」

県
指
定
有
形
文
化
財

◆
早
い
も
の
で
、も
う
３
月
。２
月
に
は
、仏

の
里
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
修
正
鬼
会
」

や「
県
内
一
周
駅
伝
」が
開
催
さ
れ
、道
路

沿
い
や
田
ん
ぼ
に
は
、国
東
市
の
市
花「
菜

の
花
」が
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
、春
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。◆
今
月
号
の
特
集

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
整
備
計
画
が
決
定
。平
成
21
年
度
末

ま
で
に
市
内
全
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

め
ざ
し
ま
す
。我
が
家
で
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
、自
主
放
送

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。先
日
行
わ
れ
た「
平

成
19
年
大
分
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
が
制
作
し
た

「
諸
田
御
田
植
祭
り
」が
、映
像
の
部
で
特

選
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、市
報

く
に
さ
き
や
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
施
策
や
事
業
な

ど
市
政
の
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
川
）

今月の表紙は、国東町成仏寺で行われた
修正鬼会のようす。「災払鬼」「荒鬼」「鎮
鬼」の三鬼が姿を現すと会場は一気に最
高潮に。三鬼とタイレシが参拝客を囲
み、五穀豊穣、無病息災を祈りました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき
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一
昨
年
の
市
報
く
に
さ
き
11
月
号
で

は
、
国
東
市
全
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施

設
を
平
成
20
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
事
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

整
備
の
内
容
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ブ
ル
伝

送
路
網
（
各
加
入
者
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
ケ
ー
ブ
ル
）
を
光
ケ
ー

ブ
ル
で
敷
設
し
、
テ
レ
ビ
や
ケ
ー
ブ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、Ｉ
Ｐ

電
話
（
市
内
通
話
無
料
電
話
）
の
サ
ー
ビ

ス
（
月
額
基
本
使
用
料
千
円
程
度
）
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
事
を
お
伝
え
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
整

備
方
針
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
は
、
多
大
な

整
備
費
用
と
施
設
の
維
持
管
理
費
が
掛
か

り
ま
す
。

　

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付

金
等
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
が
、
金
額
に

限
り
が
あ
り
、
市
内
の
皆
さ
ん
か
ら
徴
収

す
る
貴
重
な
市
税
か
ら
、
整
備
費
用
を
投

資
す
る
事
と
な
り
ま
す
。
ま
た
施
設
の
維

持
費
用
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
後
に
加
入
者
か
ら
徴
収
す
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
使
用
料
を
充
て
る
事
と
し
て
い

ま
す
の
で
、「
大
き
な
維
持
管
理
費
の
支

出
は
、
高
額
な
使
用
料
の
設
定
」
に
繋
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
厳
し
い
市

の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
再
度
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
・
検
討
し
、
使
用
料
の
軽
減
等
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
加
入
し
や
す
い
、
有
意
義
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
当
初
の
計

画
を
見
直
す
事
と
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
を
す
る
中
で
、
多
大
な
施
設
整

備
費
を
投
資
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

は
、
年
間
事
業
費
を
細
か
く
分
け
、
長
期

に
わ
た
り
整
備
を
行
う
な
ど
の
議
論
も
あ

り
ま
し
た
が
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
出

来
る
地
域
と
未
整
備
地
域
の
公
平
性
や
住

民
利
益
を
最
優
先
し
、
厳
し
い
財
政
事
情

で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
内
全
域
に
短
期
間

で
整
備
が
で
き
、
有
意
義
な
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
各

関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
新
た
な
整
備

方
針
、
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

伝
送
路
は
整
備
費
の
軽
減
を
考
慮
し
、

当
初
の
全
光
ケ
ー
ブ
ル
方
式
か
ら
、
光

ケ
ー
ブ
ル
・
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
組
み
合
わ

せ
る
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
で
は
、
携
帯
電

話
の
普
及
な
ど
、
す
べ
て
の
加
入
世
帯
の

使
用
頻
度
や
必
要
性
を
考
慮
し
、Ｉ
Ｐ
電

話
（
市
内
通
話
無
料
電
話
）
サ
ー
ビ
ス
を

中
止
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
事

に
よ
り
、
施
設
整
備
費
・
維
持
管
理
費
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
安
価
な
使
用
料
の
設

定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
整
備
の
年
次
計
画
は
、
平
成
20
、

21
年
度
の
２
カ
年
と
定
め
、

①
平
成
20
年
度
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
の
整
備
（
国
見
町
・
国
東

町
・
武
蔵
町
の
市
営
施
設
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
拠
点
と
な
る
機
器
設
備
の
導

入
）
を
行
う
計
画
で
す
。

②
平
成
21
年
度
に
現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
利
用
出
来
な
い
市
内
全
て
の
地
域

（
安
岐
町
、
国
東
町
の
都
市
計
画
用
途

区
域
、
武
蔵
町
向
陽
台
地
区
を
除
く
市

内
全
域
）
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路

の
敷
設
を
行
う
と
同
時
に
、
当
該
地
域

で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
説
明
会
、
加

入
申
込
み
の
受
付
を
行
う
計
画
で
す
。

　

充
実
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
施
設
運
営
を
行
う
た
め
と
は
言

え
、
当
初
の
ご
案
内
か
ら
、
一
年
間
の
整

備
期
間
の
延
長
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
一
部

変
更
し
た
事
か
ら
、
市
内
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
た
事
に
つ
い
て
、
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
国
東
市
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
国
東
市
の
未
来
を

見
据
え
、
市
内
の
情
報
通
信
環
境
の
格

差
、
ま
た
国
東
市
と
大
分
市
や
別
府
市
な

ど
の
県
内
都
市
部
と
の
情
報
通
信
環
境
の

格
差
を
解
消
し
、
快
適
な
生
活
環
境
・
経

済
活
動
の
場
を
創
り
出
す
事
業
で
す
。

　

た
だ
単
に
テ
レ
ビ
の
視
聴
状
況
を
改
善

す
る
た
め
の
事
業
で
は
無
く
、
市
役
所
と

各
加
入
者
を
結
ん
だ
ケ
ー
ブ
ル
は
、
将

来
、
福
祉
や
産
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

「
人
と
ま
ち
と
未
来
を
つ
な
ぐ…

」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
内
の
皆
さ
ん
に

有
意
義
な
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
国
東

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

人
と
ま
ち
と
未
来
を
つ
な
ぐ
、
国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

平
成
21
年
度
末
に

市
内
全
域
の
整
備
を
め
ざ
し
ま
す

  ケーブルテレビ事業とは？

　ケーブルテレビ事業とは一言で言えば、たくさんの情報（映像・音声・データ）を集約・発信・受信する
市役所のケーブルテレビセンターと加入者（市内の皆さんの住宅や事業所）を１本のケーブルでつなぎ、テ
レビやパソコンを介して、情報のやりとりを行う地域情報化事業です。またケーブルテレビでは、たくさん
のテレビ放送の視聴や、高速インターネットの利用が可能となるなど、市内全域の生活の利便性を均一に且
つ、格段に高める事から、若者の定住、産業の振興など、国東市の皆さんにとって、様々な大きな効果が期
待されます。

  ケーブルテレビが現在利用できる地域とサービス内容について

　現在、安岐町の全域、国東町の都市計画用途区域（鶴川、田深、安国寺・小原の一部）、武蔵町向陽台地区
でケーブルテレビサービスが利用できます。
　サービスの内容は、市内の旬な話題や行政情報をVTRや文字情報でお知らせする国東市自主放送をはじめ
とするテレビの基本サービス、また民間ケーブルテレビ事業者との業務提携による、衛星放送などのテレビ
の多チャンネルサービス、ケーブルインターネットサービスを提供しています。またケーブルテレビでは現
在話題になっている「地デジ」、いわゆる地上波デジタル放送も配信しており、デジタル放送特有の鮮明な画
像や音声、データ放送などをお楽しみいただけます。

●自主放送を楽しみに見ています。市内のお祭り行
事などを見に行きたいのですが、高齢で足が悪
く、見に行けません。ケーブルテレビでお祭りや
各地域の様子などが良くわかるので、ありがたく
思っています。　　　　　（安岐町在住70代男性）

●自主放送で文字情報の時に流れる音楽が気に入っ
ています。市内の様々なお知らせもわかるし、懐
かしいフォークソングや名曲が聴け、日中はテレ
ビを自主放送（１ch）に合わせています。

　（国東町在住40代女性）

●ケーブルテレビは学校で良く話題になります。体
育祭で走っている自分の姿や友達を見ると、恥ず
かしい気もするけど、楽しい気分になります。

（安岐町在住中学生）

ケーブルテレビは市民の生活を支える
重要な生活環境整備です

市
内
全
域
の
整
備
計
画
、
整
備
年
度
が
決
ま
り
ま
し
た

加入者から、このようなご意見が寄せられています！

ケーブルテレビに加入してケーブルテレビに加入して

●ケーブルインターネットを良く利用しています。
私の住んでいる地域では、高速のインターネット
は一生利用出来ないと思っていましたが、ストレ
スなく、快適にインターネットを利用でき、とて
も満足しています。

　　　（安岐町在住30代男性）

●ケーブルテレビの多チャンネルサービスに加入し
ました。衛星放送、福岡の地上波など、たくさん
のチャンネルが視聴出来ます。私は良く音楽情報
番組を見ますが、おばあちゃんは時代劇の専門
チャンネル、お父さんは釣りチャンネル、お母さ
んは韓流ドラマと、家族全員でチャンネルの取り
合いをする時もあります。（国東町在住20代女性）

ケーブルテレビに関するお問い合わせ先

国東市ケーブルテレビセンター　☎0978-67-1112　E-mail：catv@city.kunisaki.lg.jp
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一
昨
年
の
市
報
く
に
さ
き
11
月
号
で

は
、
国
東
市
全
域
の
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を
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20
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で
に
整
備
す
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を
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多
大
な

整
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と
施
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の
維
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が
掛
か

り
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施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付

金
等
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
が
、
金
額
に

限
り
が
あ
り
、
市
内
の
皆
さ
ん
か
ら
徴
収
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貴
重
な
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税
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ら
、
整
備
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用
を
投
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事
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ま
す
。
ま
た
施
設
の
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持
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用
に
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て
は
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ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
後
に
加
入
者
か
ら
徴
収
す
る
ケ
ー
ブ

ル
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使
用
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を
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事
と
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て
い

ま
す
の
で
、「
大
き
な
維
持
管
理
費
の
支

出
は
、
高
額
な
使
用
料
の
設
定
」
に
繋
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
厳
し
い
市

の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
再
度
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
・
検
討
し
、
使
用
料
の
軽
減
等
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
加
入
し
や
す
い
、
有
意
義
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
当
初
の
計

画
を
見
直
す
事
と
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
を
す
る
中
で
、
多
大
な
施
設
整

備
費
を
投
資
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

は
、
年
間
事
業
費
を
細
か
く
分
け
、
長
期

に
わ
た
り
整
備
を
行
う
な
ど
の
議
論
も
あ

り
ま
し
た
が
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
出

来
る
地
域
と
未
整
備
地
域
の
公
平
性
や
住

民
利
益
を
最
優
先
し
、
厳
し
い
財
政
事
情

で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
内
全
域
に
短
期
間

で
整
備
が
で
き
、
有
意
義
な
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
各

関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
新
た
な
整
備

方
針
、
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

伝
送
路
は
整
備
費
の
軽
減
を
考
慮
し
、

当
初
の
全
光
ケ
ー
ブ
ル
方
式
か
ら
、
光

ケ
ー
ブ
ル
・
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
組
み
合
わ

せ
る
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
で
は
、
携
帯
電

話
の
普
及
な
ど
、
す
べ
て
の
加
入
世
帯
の

使
用
頻
度
や
必
要
性
を
考
慮
し
、Ｉ
Ｐ
電

話
（
市
内
通
話
無
料
電
話
）
サ
ー
ビ
ス
を

中
止
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
事

に
よ
り
、
施
設
整
備
費
・
維
持
管
理
費
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
安
価
な
使
用
料
の
設

定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
整
備
の
年
次
計
画
は
、
平
成
20
、

21
年
度
の
２
カ
年
と
定
め
、

①
平
成
20
年
度
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
の
整
備
（
国
見
町
・
国
東

町
・
武
蔵
町
の
市
営
施
設
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
拠
点
と
な
る
機
器
設
備
の
導

入
）
を
行
う
計
画
で
す
。

②
平
成
21
年
度
に
現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
利
用
出
来
な
い
市
内
全
て
の
地
域

（
安
岐
町
、
国
東
町
の
都
市
計
画
用
途

区
域
、
武
蔵
町
向
陽
台
地
区
を
除
く
市

内
全
域
）
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路

の
敷
設
を
行
う
と
同
時
に
、
当
該
地
域

で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
説
明
会
、
加

入
申
込
み
の
受
付
を
行
う
計
画
で
す
。

　

充
実
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
施
設
運
営
を
行
う
た
め
と
は
言

え
、
当
初
の
ご
案
内
か
ら
、
一
年
間
の
整

備
期
間
の
延
長
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
一
部

変
更
し
た
事
か
ら
、
市
内
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
た
事
に
つ
い
て
、
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
国
東
市
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
国
東
市
の
未
来
を

見
据
え
、
市
内
の
情
報
通
信
環
境
の
格

差
、
ま
た
国
東
市
と
大
分
市
や
別
府
市
な

ど
の
県
内
都
市
部
と
の
情
報
通
信
環
境
の

格
差
を
解
消
し
、
快
適
な
生
活
環
境
・
経

済
活
動
の
場
を
創
り
出
す
事
業
で
す
。

　

た
だ
単
に
テ
レ
ビ
の
視
聴
状
況
を
改
善

す
る
た
め
の
事
業
で
は
無
く
、
市
役
所
と

各
加
入
者
を
結
ん
だ
ケ
ー
ブ
ル
は
、
将

来
、
福
祉
や
産
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

「
人
と
ま
ち
と
未
来
を
つ
な
ぐ…

」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
内
の
皆
さ
ん
に

有
意
義
な
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
国
東

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

人
と
ま
ち
と
未
来
を
つ
な
ぐ
、
国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

平
成
21
年
度
末
に

市
内
全
域
の
整
備
を
め
ざ
し
ま
す

  ケーブルテレビ事業とは？

　ケーブルテレビ事業とは一言で言えば、たくさんの情報（映像・音声・データ）を集約・発信・受信する
市役所のケーブルテレビセンターと加入者（市内の皆さんの住宅や事業所）を１本のケーブルでつなぎ、テ
レビやパソコンを介して、情報のやりとりを行う地域情報化事業です。またケーブルテレビでは、たくさん
のテレビ放送の視聴や、高速インターネットの利用が可能となるなど、市内全域の生活の利便性を均一に且
つ、格段に高める事から、若者の定住、産業の振興など、国東市の皆さんにとって、様々な大きな効果が期
待されます。

  ケーブルテレビが現在利用できる地域とサービス内容について

　現在、安岐町の全域、国東町の都市計画用途区域（鶴川、田深、安国寺・小原の一部）、武蔵町向陽台地区
でケーブルテレビサービスが利用できます。
　サービスの内容は、市内の旬な話題や行政情報をVTRや文字情報でお知らせする国東市自主放送をはじめ
とするテレビの基本サービス、また民間ケーブルテレビ事業者との業務提携による、衛星放送などのテレビ
の多チャンネルサービス、ケーブルインターネットサービスを提供しています。またケーブルテレビでは現
在話題になっている「地デジ」、いわゆる地上波デジタル放送も配信しており、デジタル放送特有の鮮明な画
像や音声、データ放送などをお楽しみいただけます。

●自主放送を楽しみに見ています。市内のお祭り行
事などを見に行きたいのですが、高齢で足が悪
く、見に行けません。ケーブルテレビでお祭りや
各地域の様子などが良くわかるので、ありがたく
思っています。　　　　　（安岐町在住70代男性）

●自主放送で文字情報の時に流れる音楽が気に入っ
ています。市内の様々なお知らせもわかるし、懐
かしいフォークソングや名曲が聴け、日中はテレ
ビを自主放送（１ch）に合わせています。

　（国東町在住40代女性）

●ケーブルテレビは学校で良く話題になります。体
育祭で走っている自分の姿や友達を見ると、恥ず
かしい気もするけど、楽しい気分になります。

（安岐町在住中学生）

ケーブルテレビは市民の生活を支える
重要な生活環境整備です

市
内
全
域
の
整
備
計
画
、
整
備
年
度
が
決
ま
り
ま
し
た

加入者から、このようなご意見が寄せられています！

ケーブルテレビに加入してケーブルテレビに加入して

●ケーブルインターネットを良く利用しています。
私の住んでいる地域では、高速のインターネット
は一生利用出来ないと思っていましたが、ストレ
スなく、快適にインターネットを利用でき、とて
も満足しています。

　　　（安岐町在住30代男性）

●ケーブルテレビの多チャンネルサービスに加入し
ました。衛星放送、福岡の地上波など、たくさん
のチャンネルが視聴出来ます。私は良く音楽情報
番組を見ますが、おばあちゃんは時代劇の専門
チャンネル、お父さんは釣りチャンネル、お母さ
んは韓流ドラマと、家族全員でチャンネルの取り
合いをする時もあります。（国東町在住20代女性）

ケーブルテレビに関するお問い合わせ先

国東市ケーブルテレビセンター　☎0978-67-1112　E-mail：catv@city.kunisaki.lg.jp
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　昨年12月の第４回国東市議会定例会で、第１次
国東市総合計画が議決されました。
　総合計画は、市における総合的かつ計画的な行
政運営の実現のための基本となる計画に位置づけ
られており、様々な各種計画の最上位計画となり
ます。本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施
計画」の３つで構成します。
　国東市では、合併協議の中で多くの議論をいた
だいて策定した「新市建設計画」を継承しつつ、
社会経済情勢の変化や、市政の課題などについて
さらに検討を加え、市民ニーズに的確に対応し、
今後のまちづくりの目標やその実現のための方向
性など、これからのまちづくりの指針となる計画
としていきます。
※計画の策定は、地方自治法第２条第４項に規定
されています。

基本構想

　基本構想は、本市のめざすべき将来像とそれを
実現するための基本方針や施策を示すものです。
　計画期間は、平成20年度から平成29年度までの
10年間とします。

基本計画

　基本計画は、基本構想に基づき、その実現を図
るために必要な基本的施策と目標指標を体系的に
示すものです。
　計画期間は、平成20年度から平成29年度までの
10年間としますが、前期の目標年次を平成24年
度、後期の目標年次を平成29年度とし、後期５年
間については、改めて見直しを行うものとします。
　また、基本計画には各施策に成果目標（ベンチ
マーク）を掲げ、成果主義の導入を図るとともに、
成果目標の定期的点検を行って本計画の達成度を
確認する行政評価の仕組みの確立に努めます。

実施計画

　実施計画は、基本計画に示した施策を、具体的
に実施する事業を定めるものであり、事業の優先
順位や具体的な事業内容、財源等を示すことによ
り、予算編成の指針となるものです。
　計画期間は、３年間として別途策定し、ローリ
ング方式（毎年見直す方式）により見直しを行い、
本計画の進行管理を行います。

いにしえの宝を未来につなぐ  しあわせ実感のくにさき

第１次国東市総合計画
くにさき創造プランを策定しました

基本構想　　まちづくりの基本視点・国東市の将来像・基本目標と施策

問い合わせ

1
視点

第１次国東市総合計画の構成と期間

基本目標と施策

国東市の将来像

まちづくりの基本視点

（毎年度ローリング）

20
（2008）

平成 21 22 23 24 25 26 27 28 29
（2017）

年度

10カ年

５カ年

３カ年

５カ年

基本構想

基本計画

実施計画

1
基本目標

市民と行政の
協働による
まちづくりの推進

参画と協働でつくるまち
「創意あふれるくにさき」

2
視点 地域特性を生かした

個性と魅力ある
まちづくりの推進

いにしえの宝を未来につなぐ  しあわせ実感のくにさき

3
視点 交流と連携による

一体感を創出する
まちづくりの推進

⑴ 市民参画のまちづくり
⑵ コミュニティ活動の促進
⑶ 人権尊重社会と男女共同参画社会の形成
⑷ 時代に対応した自治体経営の推進

2
基本目標 健やかで生き生きと

暮らせるまち
「笑顔あふれるくにさき」

⑴ 健康づくりの推進
⑵ 医療の充実
⑶ 地域福祉の充実
⑷ 子育て支援の充実

⑸ 障がい者施策の充実
⑹ 高齢者施策の充実
⑺ 社会保障の充実

3
基本目標 歴史が息づく人と文化のまち

「情緒あふれるくにさき」

⑴ 生涯学習の振興
⑵ 学校教育の充実
⑶ 青少年の健全育成
⑷ 地域文化の振興

⑸ 生涯スポーツの振興

4
基本目標 未来を拓く産業のまち

「活気あふれるくにさき」

⑴ 農林業の振興
⑵ 水産業の振興
⑶ 商業の振興
⑷ 工業の振興

⑸ 観光の振興
⑹ 雇用・勤労者対策

5
基本目標 安全で快適な定住・

交流のまち
「ふれあいあふれるくにさき」

⑴ 交流時代への対応
⑵ 市街地整備と景観形成
⑶ 住宅・宅地の整備
⑷ 道路・交通網の整備

⑸ 地域情報化の推進
⑹ 消防・防災対策の推進
⑺ 交通安全・防犯対策の推進
⑻ 消費者保護の充実

6
基本目標 豊かな自然と共生するまち

「みどりあふれるくにさき」

⑴ 環境保全の充実
⑵ 循環型社会の形成
⑶ 水道の整備
⑷ 下水処理施設の整備

第１次国東市総合計画策定事務局　企画課企画係　TEL▶０９７８‐７２‐５１６１　内線 ２３１～２３３

※近日中に、国東市ホームページ（ http://web.city.kunisaki.oita.jp/ ）にこの計画の全文を掲載します。

特集

国東市総合計画
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第１次国東市総合計画策定事務局　企画課企画係　TEL▶０９７８‐７２‐５１６１　内線 ２３１～２３３

※近日中に、国東市ホームページ（ http://web.city.kunisaki.oita.jp/ ）にこの計画の全文を掲載します。

特集

国東市総合計画
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老人医療受給者証 保険証（国保、
健康保険など）

後期高齢者医療
被保険者証　　

現　　在 平成20年４月から

①均等割額 保険料＝＋
②所得割額

所得　×　所得割率

仮　徴　収
４月（１期） ６月（２期） ８月（３期）

本　徴　収
10月（４期） 12月（５期） ２月（６期）

　平成20年４月から後期高齢者医療制度がはじまります。それに伴い後期高齢者医療被保険者証（保険証）
が３月中に被保険者１人に１枚交付されます。
　75歳以上の人、（一定の障がいがある（寝たきり等）65歳以上の人で、広域連合の認定を受けた人※）は、
全員新たな制度の被保険者です。※老人保健制度で認定を受けている人は、広域連合で認定を受けたものとみなされます。

 後期高齢者医療被保険者証（保険証）

発送方法
　保険証は、配達記録郵便により発送します。不在の場合には「不在連絡の通知書」が入りますので、通知
書に記載された方法でお受け取りください。

病院にかかるとき
　後期高齢者医療被保険者証１枚を窓口に提示
してください。

資格取得年月日（対象となる日）

※75歳になるときに加入の届出は必要ありません。届出をしなくても誕生日前に保険証が送付されます。
※一定の障がいがある65歳以上の人は、申請をして広域連合から認定を受けることが必要です。
　ただし、老人保健制度で認定を受けていた人は、認定を受けたものとみなされます。
　　　　　　　　
一部負担金の割合（窓口での負担）
　所得に応じて、１割または３割が記載されています。
　病院等には、かかった医療費の１割または３割を負担してください。

有効期限　平成21年７月31日
　ただし、平成20年度の所得（平成19年中収入）により負担割合が変わ
る人には、平成20年７月中に新しい保険証が送付されます。
　なお、負担割合が変わるのは、平成20年８月１日からです。

入院をするときに
　市町村民税非課税世帯等の人は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となりますので、申請をし
てください。なお、老人保健制度の「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの人は、保険証送付時
に同封して発送しますので、申請の必要はありません。

後期高齢者医療制度の被保険者に
後期高齢者医療被保険者証（保険証）を発送します

 受けられる医療の給付について

　現行の老人保健制度と同じ医療の給付が受けられます。
　老人保健制度で、高額療養費（負担した医療費が限度額（月ごと）
を超えた場合に支給）の申請をされている人は、引き続き広域連合か
ら支給されますので、申請の必要はありません。
　申請手続きをされていない人は、一度申請をされれば、高額療養費
に該当する月ごとに支給されますので、申請手続きをしてください。
　なお、新たに高額医療・高額介護合算制度がはじまります。同じ世帯内の介護保険サービスの利用料と医療
費の自己負担額の合算が高額になったとき、限度額（年ごと）を超えた分が支給されます。申請手続きについ
ては、申請受付が平成21年８月からとなりますので、申請時期が近づきましたら市報等でお知らせします。

 保険料の納め方

　保険料の納め方は、年金から徴収（特別
徴収）される方法と、市町村から送付する
納付書や口座振替等で納める（普通徴収）
方法があります。
　ただし、原則として年金から徴収され
ます。
※健康保険や共済組合などの被扶養者で
あった人については、特例措置とし
て、４月から９月までの半年間、保険
料の負担はありません。　

年金から徴収（特別徴収）
●年金が年額18万円以上の人
※ただし、介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える場合は除きます。
※平成20年度においては、会社の健康保険などの被保険者本人であった人は、特別徴
収に切り替わるまでの間、普通徴収となります。

年金の支給月（年６回）の際に、あらかじめ保険料が年金から徴収されます。

納付書等で納付（普通徴収）
●年金額が年額18万円未満の人
●介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える人

●７月に保険料額をお知らせする通知書兼納付書を送付しますので、７月から翌年２
月までの毎月（８期）納めます。

問い合わせ　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097‐534‐1771（代表）
　　　　　　Mail：oita-kouiki@ever.ocn.ne.jp ホームページ：http://www4.ocn.ne.jp/̃oita-kou/
　　　　　　国東市役所市民健康課　国保係　☎0978721111　内線113

※新たな制度の被保険者になった日から、今まで加入してい
る医療保険の保険証、老人医療受給者証（または高齢受給
者証）は使えなくなり、後期高齢者医療被保険者証１枚で
受診できます。

●前年の所得が確定するまでは仮計算された保険
料を納めます。
※４月に保険料仮徴収額をお知らせする仮徴収額決定通
知書を送付します。

●前年の所得が確定後は年間保険料額から仮徴収
分を差し引いた額を３期に分けて納めます。

葬祭費の支給について
後期高齢者医療制度の被保険者が
亡くなられたとき、葬祭を行った
人に対して葬祭費20,000円が支
給されます。

【保険料】
　被保険者全員が保険料を納めます。被保険者全員が等しく負担
する「均等割額」と所得に応じて負担する「所得割額」との合計
額が保険料となります。

①均等割額　47,100円

②所得割額　基礎控除後の総所得金額 × 8.78％（所得割率）

対象となる人

対象となる人

納　め　方

※所得の少ない人については、世帯の所得に
　応じて均等割額が軽減されます。

対　　象　　者
昭和８年４月１日以前に生まれた人
昭和８年４月２日以降に生まれた人
一定の障がいがある65歳以上の人

資格取得年月日
平成20年４月１日
75歳誕生日当日

広域連合の認定を受けた日

手続き
申請不要
申請不要
申請必要
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だ
さ
い
。
な

お
、
内
容
に
誤
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※

新
し
い
保
険
証
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

有
効
で
す
。

※

新
し
い
保
険
証
の
色
は
み
ど
り
色
で
す
。

※

古
い
保
険
証
は
ご
本
人
の
責
任
で
処
分
す
る

か
、
市
役
所
の
国
保
係
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ

い
。

※

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
運
転
免
許
や

パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
様
に
重
要
な
身
分
証
明
書

で
す
。
紛
失
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

お
子
さ
ん
の
保
険
証
に
つ
き
ま
し
て
は
保
護

者
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
が

65
歳
未
満
に
な
り
ま
す

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
、
被

用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る

75
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
退
職
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
そ
の
対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変
わ
り

ま
す
。
65
歳
に
な
り
ま
す
と
、
一
般
の
国
保
加

入
者
と
な
り
ま
す
。

前
期
高
齢
者（
70
歳
〜
75
歳
未
満
の
方
）

の
負
担
割
合
が
据
え
置
か
れ
ま
す

　

平
成
18
年
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
前
期
高
齢
者
（
70
〜
74
歳
）
の

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
窓
口
負
担

割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

﹇
対
象
と
な
る
方
﹈

※

『
２
割（
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）』

と
記
載
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
。
な
お
、
３
月
末
ま
で
に
負
担
割
合
を
訂

正
し
た
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

※

既
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
は
除
き
ま
す
。

療
養
病
床
入
院
時
の
「
食
事
・
居
住
費
」
負
担
の

対
象
年
齢
が
65
歳
以
上
に
な
り
ま
す

　

70
歳
以
上
と
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人

が
療
養
病
床
に
入
院
す
る
と
き
、
食
費
と
居
住

費
を
自
己
負
担
し
ま
す
が
、
そ
の
対
象
年
齢
が

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
に
変
わ
り

ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

▲農業委員研修大会で表彰を受ける井上さん（中央）

辰口広樹さん
第９回大分県なし研究会果実品評会で最優秀賞
　２月19日㈫に大分市で行われた「平成19年度園芸関係表彰式」で、安岐町山浦の辰
口広樹さん（31）が、第９回大分県なし研究会果実品評会最優秀賞を受賞しました。
　現在父親の善明さんと一緒に梨を栽培している辰口さんは、「今回の最優秀賞受賞
はたいへんうれしいです。梨作りは天候に左右される大変な仕事ですが、今後も良品
作りのために研究と管理に努めながら頑張ります。」と話しています。

武蔵流でさわやかな汗  しいたけ駒打ち作業体験
　２月11日㈪、午前10時から、武蔵町吉広の山林で武蔵流グリーンツー
リズムの会（清原米蔵会長・会員16人）主催の「しいたけ駒打ち作業体験」
が行われました。風もない絶好の天候にも恵まれ、参加した11人の皆さ
んは、清原会長や地元の椎茸生産農家の三浦通生さんの手ほどきを受け
ながら、初めての駒打ちの作業にさわやかな汗を流しました。
　現地は、清原政昭さん所有の山林の山頂付近で、絶景を見ながらの駒
打ちをした後、清原会長所有の山林でひらたけの菌付けを行いました。ひらたけは、１年で収穫できるため、
１年後に参加した皆さんにさし上げる予定です。
　昼食は、弁当と会長さんの奥さん手作りのうどんを食べながら、参加した皆さんと地元の人達との交流を
行った後、午後からは地元吉広の西光寺（臺隆道住職）で座禅をして、心静かなひとときを過ごしました。

▲午後からは、武蔵町の上野山さんの管理する
竹林で現地研修を行いました

竹材生産研修会開催 　２月６日㈬、午前10時からいこいの村国東で、大分県竹産業連合会
（岩波寅幸会長）主催の平成19年度竹材生産研修会が、竹林所有者等
関係者30人が参加して開催されました。
　研修会では、まず、北九州市立大学文学部の岩松文代准教授が「竹
文化に対する視点」と題して講演。続いて、大分県竹産業連合会の上野
山貞男理事（国見町）が「竹林の大径竹から小径竹への誘導」と題して、
荒廃しつつある里山の竹林改善と後継者対策について講演しました。
　上野山さん（72才）は、昭和30年から製竹業を営むとともに、優良竹
材の育成に取り組んでおり、東国東郡森林組合理事や㈳国土緑化推進
機構認定の平成18年度「森の名手・名人」100人として活躍しています。

　需要のある小径竹林への誘導等により、竹産業の振興を図ることの重要性を改めて認識する機会となった有
意義な研修となりました。

井上敦之さん　大分県農業会議会長表彰（永年勤続農業委員）を受賞
　国見町竹田津の井上敦之さんが平成19年度大分県農業委員研修
大会（１月24日㈭、別府市）で、大分県農業会議会長表彰（永年
勤続農業委員）を受賞しました。
　井上さんは、平成５年から旧国見町農業委員を５期13年歴任
し、平成17年からは農業委員会長を務め、国見町農業の活性化に
努めました。また合併に伴い平成18年３月から平成19年３月まで
国東市農業委員として農地利用集積や農地流動化を積極的に推進
するなど、国東市農業の発展に尽力されました。

うてな

　身体障がい者・戦傷病者等の手帳を持っている方で、軽自動車を所有している方は、申請することによ
り、軽自動車税を１台分に限り減免することができます。
　申請手続きの期限は、軽自動車税の納期限の７日前（平成20年４月23日㈬）までとなっています。
　ただし、自動車税の減免を受けている方は対象となりません。
※障がいの程度や区分により該当しない場合があります。

問い合わせ
　税務課市民税係　　　　　　　　☎0978725162　　　国見総合支所地域総務課税務係　☎0978821111
　武蔵総合支所地域総務課税務係　☎0978681111　　　安岐総合支所地域総務課税務係　☎0978671111

身体障がい者等の軽自動車税の減免申請のお知らせ
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平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
も
大
き
く
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
主
な

改
正
点
は
次
の
３
点
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

75
歳
未
満
に

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、

75
歳
未
満
の
人
で
す
。
75
歳
（
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
65
歳
）
に
な
る
と
新
た
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
民

健
康
保
険
か
ら
外
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は

３
本
立
て
に

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
同

制
度
の
支
援
分
課
税
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

よ
っ
て

①
医
療
保
険
分

②
介
護
保
険
分
（
40
歳
〜
64
歳
の
人
に
の
み

課
税
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
（
新
設
）

以
上
３
つ
の
合
計
額
が
、
国
民
健
康
保
険
税
と

し
て
国
保
主
（
世
帯
主
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
の
国
保
主
の

保
険
税
は
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
に

　

国
保
主
を
含
む
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
員
全
員
が
65
歳
か
ら
75
歳
未
満
で
、

次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
国
民
健
康

保
険
税
は
国
保
主
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

①
国
保
主
が
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を

も
ら
っ
て
い
る
場
合
。

②
国
保
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
場
合
。

　

右
記
以
外
の
場
合
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
の

納
付
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

送
付
い
た
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
現
在
お
持
ち
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効

期
限
が
平
成
20
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
新
し
い
保
険
証
を
３
月
下
旬
（
予
定
）

に
配
達
記
録
郵
便
で
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
の
記
載
内
容
（
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
等
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
内
容
に
誤
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※

新
し
い
保
険
証
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

有
効
で
す
。

※

新
し
い
保
険
証
の
色
は
み
ど
り
色
で
す
。

※

古
い
保
険
証
は
ご
本
人
の
責
任
で
処
分
す
る

か
、
市
役
所
の
国
保
係
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ

い
。

※

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
運
転
免
許
や

パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
様
に
重
要
な
身
分
証
明
書

で
す
。
紛
失
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

お
子
さ
ん
の
保
険
証
に
つ
き
ま
し
て
は
保
護

者
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
が

65
歳
未
満
に
な
り
ま
す

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
、
被

用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る

75
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
退
職
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
そ
の
対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変
わ
り

ま
す
。
65
歳
に
な
り
ま
す
と
、
一
般
の
国
保
加

入
者
と
な
り
ま
す
。

前
期
高
齢
者（
70
歳
〜
75
歳
未
満
の
方
）

の
負
担
割
合
が
据
え
置
か
れ
ま
す

　

平
成
18
年
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
前
期
高
齢
者
（
70
〜
74
歳
）
の

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
窓
口
負
担

割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

﹇
対
象
と
な
る
方
﹈

※

『
２
割（
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）』

と
記
載
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
。
な
お
、
３
月
末
ま
で
に
負
担
割
合
を
訂

正
し
た
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

※

既
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
は
除
き
ま
す
。

療
養
病
床
入
院
時
の
「
食
事
・
居
住
費
」
負
担
の

対
象
年
齢
が
65
歳
以
上
に
な
り
ま
す

　

70
歳
以
上
と
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人

が
療
養
病
床
に
入
院
す
る
と
き
、
食
費
と
居
住

費
を
自
己
負
担
し
ま
す
が
、
そ
の
対
象
年
齢
が

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
に
変
わ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

市
民
健
康
課
国
保
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１
　

内
線
　

１
１
４

改正点

1
改正点

1
改正点

2
改正点

2
改正点

3
改正点

3
平
成
20
年
４
月
か
ら
　

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

▲農業委員研修大会で表彰を受ける井上さん（中央）

辰口広樹さん
第９回大分県なし研究会果実品評会で最優秀賞
　２月19日㈫に大分市で行われた「平成19年度園芸関係表彰式」で、安岐町山浦の辰
口広樹さん（31）が、第９回大分県なし研究会果実品評会最優秀賞を受賞しました。
　現在父親の善明さんと一緒に梨を栽培している辰口さんは、「今回の最優秀賞受賞
はたいへんうれしいです。梨作りは天候に左右される大変な仕事ですが、今後も良品
作りのために研究と管理に努めながら頑張ります。」と話しています。

武蔵流でさわやかな汗  しいたけ駒打ち作業体験
　２月11日㈪、午前10時から、武蔵町吉広の山林で武蔵流グリーンツー
リズムの会（清原米蔵会長・会員16人）主催の「しいたけ駒打ち作業体験」
が行われました。風もない絶好の天候にも恵まれ、参加した11人の皆さ
んは、清原会長や地元の椎茸生産農家の三浦通生さんの手ほどきを受け
ながら、初めての駒打ちの作業にさわやかな汗を流しました。
　現地は、清原政昭さん所有の山林の山頂付近で、絶景を見ながらの駒
打ちをした後、清原会長所有の山林でひらたけの菌付けを行いました。ひらたけは、１年で収穫できるため、
１年後に参加した皆さんにさし上げる予定です。
　昼食は、弁当と会長さんの奥さん手作りのうどんを食べながら、参加した皆さんと地元の人達との交流を
行った後、午後からは地元吉広の西光寺（臺隆道住職）で座禅をして、心静かなひとときを過ごしました。

▲午後からは、武蔵町の上野山さんの管理する
竹林で現地研修を行いました

竹材生産研修会開催 　２月６日㈬、午前10時からいこいの村国東で、大分県竹産業連合会
（岩波寅幸会長）主催の平成19年度竹材生産研修会が、竹林所有者等
関係者30人が参加して開催されました。
　研修会では、まず、北九州市立大学文学部の岩松文代准教授が「竹
文化に対する視点」と題して講演。続いて、大分県竹産業連合会の上野
山貞男理事（国見町）が「竹林の大径竹から小径竹への誘導」と題して、
荒廃しつつある里山の竹林改善と後継者対策について講演しました。
　上野山さん（72才）は、昭和30年から製竹業を営むとともに、優良竹
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意義な研修となりました。

井上敦之さん　大分県農業会議会長表彰（永年勤続農業委員）を受賞
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うてな

　身体障がい者・戦傷病者等の手帳を持っている方で、軽自動車を所有している方は、申請することによ
り、軽自動車税を１台分に限り減免することができます。
　申請手続きの期限は、軽自動車税の納期限の７日前（平成20年４月23日㈬）までとなっています。
　ただし、自動車税の減免を受けている方は対象となりません。
※障がいの程度や区分により該当しない場合があります。

問い合わせ
　税務課市民税係　　　　　　　　☎0978725162　　　国見総合支所地域総務課税務係　☎0978821111
　武蔵総合支所地域総務課税務係　☎0978681111　　　安岐総合支所地域総務課税務係　☎0978671111

身体障がい者等の軽自動車税の減免申請のお知らせ
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修正鬼会　成仏寺
　仏の里に春の訪れを告げる「修正鬼会」（国指定重
要無形民俗文化財）が２月10日㈰に成仏寺で行われ
ました。
　修正鬼会は、国東半島の六郷満山寺院（天台宗）
で旧正月の初めに行われる一大行事で、成仏寺（旧
暦１月５日）と岩戸寺（旧暦１月７日）で隔年交代で
行われています。
　午後10時半過ぎに仏の化身とされる「災払鬼」「荒
鬼」「鎮鬼」が登場。参拝客を囲み、頭や肩をたたい
て加持し五穀豊穣などを祈願。この後、鬼は寺を飛
び出して地区内の家庭を回り加持祈祷を行いました。

区民の幸せを祈って　舟つくり倉つくり
国東町

　２月20日㈬、下成仏区に古くから伝わる伝統行事「舟つくり倉つくり」が行われました。旧暦の１月14日に、
この一年間に嫁を迎えた家には「宝舟」を、婿を迎えた家には「宝倉」を作り新婚家庭を祝う行事で、市消防団
下成仏班の皆さんにより継承されています。
　今年は、地区内に対象となる家庭がありませんでしたが、伝統行事を絶やさないようにと松丸忠心区長宅に宝
舟を贈ることになりました。午後７時過ぎに消防詰所に集合した団員の皆さんは、木材等を使って模型の宝舟を
製作。午後11時頃、松丸区長宅にこっそり入り込み、床の間に宝舟を飾り、寅丸幸二班長の音頭で打ち込みをし
て区民の幸せを祈りました。

Kunimi   Kunisaki まちの
話  題
まちの
話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題

丸小野子ども修正鬼会
武蔵町

　２月10日㈰、午後６時から丸小野で伝統行事「丸
小野子ども修正鬼会」が行われました。この行事は、
子どもの無病息災を祈願し、江戸時代末期の天保年
間（1830 ～ 1844年）が起源と伝えられています。
起源伝承にも登場した仲西・柿園両地区が輪番で座
元を受け持っています。
　今年の座元は長広信二さん宅で、近くの武蔵川で
「垢離（こうり）取り」をして身を清めた地元の麻
生怜生君、長広徹也君、野田健太さん、今本康記さ
んの４人が僧侶立会いのもと古式ゆかしく「盃の儀」
を行いました。その後、地元の皆さんにより２本の
大松明に火がつけられ、丸小野寺と反対側の稲荷権
現へ担ぎあげられました。
　住職の読経、餅撒きが終わると、鬼たちが香水棒
を持ち舞い踊り、最後には鬼が見物客の足元に小松
明を近づけて火の粉をかけ、無病息災を祈願しまし
た。

香水棒を打ち合わせながら舞う鬼たち香水棒を打ち合わせながら舞う鬼たち

荒鬼とタイレシが輪を作って参拝客を囲み、松明で頭や肩をたたいて加
持し、この１年間の五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈りました
荒鬼とタイレシが輪を作って参拝客を囲み、松明で頭や肩をたたいて加
持し、この１年間の五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈りました

国東町

武蔵町

日本の食文化のすばらしさを伝えたい　小学生がみそづくり体験
　２月22日㈮午前10時から、武蔵東小学校３年生35人の児童の皆さんが、みそづくりの体験学習をしました。
　この日は、児童の皆さんが近くの田んぼで栽培した大豆とこうじ、塩だけを使って文字通り手作りのみそづく
りにチャレンジしました。あらかじめ煮込んでおいた大豆をつぶし、こうじと塩をまぶすと、会場のランチルー
ム内には、みその香が漂い始めました。
　みそづくりの指導には、武蔵町でみそやしょうゆの製造販売業を営む安永醸造の安永隆一社長夫妻や社員の皆
さんがあたりました。　午後からは、武蔵西小学校３年生９人の皆さんもみそづくりを体験しました。
　この日仕込んだみそは、児童の皆さんがそれぞれ特製の箱につめて自宅に持ち帰りました。今年の夏には食べ
られるようになるとのことです。
　安永さんは「この体験学習を通して、日本の食文化のすばらしさと、先人の智恵が生みだしたみそのすばらし
さを感じてもらいたい。」と話してくれました。

オレンジ保育園児と
老人クラブが餅つきで交流

国東町

　２月８日㈮、オレンジ保育所の園児が、地元の原
老人クラブ（見初稔会長）の皆さんと餅つきを行い
ました。この餅つきは、同クラブの地域ふれあい事
業の一環として毎年旧正月前後に行われています。
　園児たちは、「ヨイショ！ヨイショ！」と太鼓にあ
わせて千本杵を使って餅をつき、おばあちゃんと一
緒にあんこを包んだり丸めたりしました。
　餅つきの後は、皆で歌を歌ったり、つきたての餅
をおじいちゃんおばあちゃんと一緒に食べながら楽
しく交流しました。

「千両箱」「米」などと書かれた荷札をつけた小箱がぎっしりと積み込まれ
た宝舟「下成仏丸」
「千両箱」「米」などと書かれた荷札をつけた小箱がぎっしりと積み込まれ
た宝舟「下成仏丸」全員で「打ち込み」をして、区の発展と区民の幸せを祈りました全員で「打ち込み」をして、区の発展と区民の幸せを祈りました

武蔵西小学校でみそづくりの指導にあたる安永さん（右）武蔵西小学校でみそづくりの指導にあたる安永さん（右）つぶした大豆に、こうじと塩をまぶす武蔵東小学校の皆さんつぶした大豆に、こうじと塩をまぶす武蔵東小学校の皆さん



1011 2008.3

修正鬼会　成仏寺
　仏の里に春の訪れを告げる「修正鬼会」（国指定重
要無形民俗文化財）が２月10日㈰に成仏寺で行われ
ました。
　修正鬼会は、国東半島の六郷満山寺院（天台宗）
で旧正月の初めに行われる一大行事で、成仏寺（旧
暦１月５日）と岩戸寺（旧暦１月７日）で隔年交代で
行われています。
　午後10時半過ぎに仏の化身とされる「災払鬼」「荒
鬼」「鎮鬼」が登場。参拝客を囲み、頭や肩をたたい
て加持し五穀豊穣などを祈願。この後、鬼は寺を飛
び出して地区内の家庭を回り加持祈祷を行いました。

区民の幸せを祈って　舟つくり倉つくり
国東町

　２月20日㈬、下成仏区に古くから伝わる伝統行事「舟つくり倉つくり」が行われました。旧暦の１月14日に、
この一年間に嫁を迎えた家には「宝舟」を、婿を迎えた家には「宝倉」を作り新婚家庭を祝う行事で、市消防団
下成仏班の皆さんにより継承されています。
　今年は、地区内に対象となる家庭がありませんでしたが、伝統行事を絶やさないようにと松丸忠心区長宅に宝
舟を贈ることになりました。午後７時過ぎに消防詰所に集合した団員の皆さんは、木材等を使って模型の宝舟を
製作。午後11時頃、松丸区長宅にこっそり入り込み、床の間に宝舟を飾り、寅丸幸二班長の音頭で打ち込みをし
て区民の幸せを祈りました。

Kunimi   Kunisaki まちの
話  題
まちの
話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題

丸小野子ども修正鬼会
武蔵町

　２月10日㈰、午後６時から丸小野で伝統行事「丸
小野子ども修正鬼会」が行われました。この行事は、
子どもの無病息災を祈願し、江戸時代末期の天保年
間（1830 ～ 1844年）が起源と伝えられています。
起源伝承にも登場した仲西・柿園両地区が輪番で座
元を受け持っています。
　今年の座元は長広信二さん宅で、近くの武蔵川で
「垢離（こうり）取り」をして身を清めた地元の麻
生怜生君、長広徹也君、野田健太さん、今本康記さ
んの４人が僧侶立会いのもと古式ゆかしく「盃の儀」
を行いました。その後、地元の皆さんにより２本の
大松明に火がつけられ、丸小野寺と反対側の稲荷権
現へ担ぎあげられました。
　住職の読経、餅撒きが終わると、鬼たちが香水棒
を持ち舞い踊り、最後には鬼が見物客の足元に小松
明を近づけて火の粉をかけ、無病息災を祈願しまし
た。

香水棒を打ち合わせながら舞う鬼たち香水棒を打ち合わせながら舞う鬼たち

荒鬼とタイレシが輪を作って参拝客を囲み、松明で頭や肩をたたいて加
持し、この１年間の五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈りました
荒鬼とタイレシが輪を作って参拝客を囲み、松明で頭や肩をたたいて加
持し、この１年間の五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈りました

国東町

武蔵町

日本の食文化のすばらしさを伝えたい　小学生がみそづくり体験
　２月22日㈮午前10時から、武蔵東小学校３年生35人の児童の皆さんが、みそづくりの体験学習をしました。
　この日は、児童の皆さんが近くの田んぼで栽培した大豆とこうじ、塩だけを使って文字通り手作りのみそづく
りにチャレンジしました。あらかじめ煮込んでおいた大豆をつぶし、こうじと塩をまぶすと、会場のランチルー
ム内には、みその香が漂い始めました。
　みそづくりの指導には、武蔵町でみそやしょうゆの製造販売業を営む安永醸造の安永隆一社長夫妻や社員の皆
さんがあたりました。　午後からは、武蔵西小学校３年生９人の皆さんもみそづくりを体験しました。
　この日仕込んだみそは、児童の皆さんがそれぞれ特製の箱につめて自宅に持ち帰りました。今年の夏には食べ
られるようになるとのことです。
　安永さんは「この体験学習を通して、日本の食文化のすばらしさと、先人の智恵が生みだしたみそのすばらし
さを感じてもらいたい。」と話してくれました。

オレンジ保育園児と
老人クラブが餅つきで交流

国東町

　２月８日㈮、オレンジ保育所の園児が、地元の原
老人クラブ（見初稔会長）の皆さんと餅つきを行い
ました。この餅つきは、同クラブの地域ふれあい事
業の一環として毎年旧正月前後に行われています。
　園児たちは、「ヨイショ！ヨイショ！」と太鼓にあ
わせて千本杵を使って餅をつき、おばあちゃんと一
緒にあんこを包んだり丸めたりしました。
　餅つきの後は、皆で歌を歌ったり、つきたての餅
をおじいちゃんおばあちゃんと一緒に食べながら楽
しく交流しました。

「千両箱」「米」などと書かれた荷札をつけた小箱がぎっしりと積み込まれ
た宝舟「下成仏丸」
「千両箱」「米」などと書かれた荷札をつけた小箱がぎっしりと積み込まれ
た宝舟「下成仏丸」全員で「打ち込み」をして、区の発展と区民の幸せを祈りました全員で「打ち込み」をして、区の発展と区民の幸せを祈りました

武蔵西小学校でみそづくりの指導にあたる安永さん（右）武蔵西小学校でみそづくりの指導にあたる安永さん（右）つぶした大豆に、こうじと塩をまぶす武蔵東小学校の皆さんつぶした大豆に、こうじと塩をまぶす武蔵東小学校の皆さん



1213 2008.3

◀南糸原区コミュニティセンターに
　設置されたエアコン▲高橋会長（右）から野田市長に目録が手渡されました

国見中卒業記念植樹
国見町

　２月19日㈫午後２時から、千灯の六郷満山ふれあい森林公園で、国見中学校（峯榮揮校長・生徒数96人）の３
年生33人が卒業記念植樹を行いました。
　植樹に先立ち、主催者である国見町商工会の中田博之会長が「この植樹は、国見町の青少年の健全な育成を願っ
てはじめましたが、今年で９回目となります。今日皆さんが植える苗木もまだ小さく、一人前の木に成長するま
では15年程かかります。皆さんもこの木のように大地に根を張って、大きく伸びていってください。」とあいさつ
しました。
　この後、生徒の皆さんは、３人一組になり、東国東郡森林組合職員の指導を受けながら５～６年生のイロハモ
ミジの苗木22本を景勝の地に植樹し、しばし受験勉強を忘れて楽しいひとときを過ごしました。

武蔵町

武蔵町商工会企業懇談会
　武蔵町商工会主催の企業懇談会が、２月21日㈭午
後３時30分から武蔵町商工会館で開催され、町内の
企業の代表や商工会員約30人が参加しました。この
懇談会は、企業経営者が情報交換を行い、地域の商工
業の振興を図ることを目的に毎年開催されています。
　稙田昭利会長、溝部元生工業・建設業部会長のあい
さつの後、野田侃生市長が「国東市の商工業者に期待
することについて」と題して、市の商工業の現状と今
後の課題について講演し、意見交換を行いました。

武蔵町

小城観音春季大祭
　２月10日㈰、小城観音（小城山宝命寺観音堂）で
春季大祭が行われました。
　この日は、絶好の天気に恵まれ、多くの参拝客が
訪れました。また、境内では、地元の皆さんによる
お菓子やうどん等の販売も行われ、終日、多くの参
拝客で賑わいました。

　㈶空港環境整備協会の助成を受け、２月６日㈬
国東市消防署安岐出張所に高規格救急自動車を配
備しました。
　市内では２台目の配備となった高規格救急自動
車には、搬送中の車内で救急救命士による高度な
救急救命処置ができる設備が装備されており、疾
病者の救命向上につながるものと期待されます。
　この日、同出張所で行われた運用開始式には、
同協会の高橋義典会長をはじめ市・空港関係者や
消防署員ら約30人が出席。野田侃生市長、高橋会
長、新屋敷早人大分空港長、猪俣俊雄市議会議

長、國廣秀光消防長がテープカットを行い運用を
開始しました。
　なお、㈶空港環境整備協会は、空港周辺の航空
機騒音対策や周辺地域の環境整備を行っており、
その一環として、昨年６月に武蔵町の南糸原区コ

ミュニティセンター（平
成18年11月完成）に、エ
アコン２台、ストーブ１
台が寄贈されています。

㈶空港環境整備協会の助成を受け
　　　　　　　　　高規格救急車を配備

　道路特定財源の確保を求め、２月10日㈰、大分
県と18市町村で一斉緊急アピール集会が開かれま
した。
　道の駅くにさき駐車場で開催された集会では、
主催する県内地方６団体（県知事、県議会議長、
市長会、市議会議長会、町村会、町村議会議長会）
の関係者や各種団体の代表ら約20名が参加。野田
侃生市長、小野弘利、三浦公両県議会議員、猪俣
俊雄市議会議長のあいさつに続き、三河明史県東
部振興局長が広瀬知事のメッセージを代読し、道
路財源確保に理解と協力を訴えました。
　集会終了後、参加者は、道の駅くにさき周辺で
市民にチラシを配布しました。
　県の試算によると、道路特定財源の暫定税率が
廃止された場合、県は今年度予算ベースで64億円
の減収となり、道路関係予算は、831億円から314

億円と４割弱の減となります。国東市においても、
平成18年度決算ベースで、約２億１千万円の減額
となり、道路の維持、整備を行うには、約２億５
千万円の不足となります。

道路特定財源の確保を求め、緊急集会を実施

▲チラシを渡す野田市長

▲植樹を終え全員で記念撮影
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企画課男女共同参画係です企画課男女共同参画係です
こんにちは！

今月も２月号に引き続き計画の基本目標についてお知らせをします。

　市が行う具体的な施策と担当課は次のようになります。　
●　「特定健診」の推進（市民健康課）
　　※「特定健診」…糖尿病その他政令で定める生活習慣病に関する健康検査
●　企業や医療機関と連携した健康づくりの推進（市民健康課）
　　・健康教室、健康相談を実施し、自分の健康を考える機会の増加
　　・住民、企業、行政、関係機関などのネットワ－クづくり
　　・女性の心身の健康に関する相談と医師や医療機関などと連携し安心

して受診できる環境づくり
●　学校教育における心と身体の基礎知識の習得（学校教育課）
●　スポ－ツ活動による健康づくりの推進（生涯学習課）
●　性感染症、エイズに対して相談しやすい環境づくり（市民健康課）
●　学校と連携した思春期保健事業の充実　
　　・思春期の心と身体の悩みの相談について学校と連携（市民健康課）
　　・中高生が乳幼児と接して命の大切さを感じる思春期保健事業の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民健康課）

　　・医師や保健師、養護教諭による予防事業を実施（学校教育課）
●　女性に対するあらゆる暴力根絶の啓発、被害者への支援
　　・女性に対する暴力をなくす運動（毎年11月12日～11月25日）の啓発と相談窓口などの情報提供（企画課・生

涯学習課・人権同和対策課）
　　・夫やパ－トナ－からの暴力、職場でのセクシュアル･ハラスメント、スト－カ－行為、その他の人権問題の相

談業務の支援（女性の人権ホットライン）（人権同和対策課）
●　配偶者などからの暴力の防止の啓発（企画課）
●　セクシュアル・ハラスメント防止の啓発
　　・企業の事業主や労働者に対して、セクシュアル・ハラスメントの学習機会の提供や意識啓発（企画課）
　　・教職員に対するスク－ル・セクシュアル・ハラスメント防止のための職場研修（学校教育課）
●　緊密な連絡体制づくり（学校教育課）
●　人権に関する意識啓発（生涯学習課）
　　・地区別人権学習会などを実施して、人権に関する意識啓発
　　・女性に関する人権問題の学習プログラムを作成し、各種公民館学級、教室やＰＴＡにおける学習の中での啓発
●　人権に関する相談業務（人権同和対策課）
●　あらゆる分野での性別役割分担意識の見直し（企画課・人権同和対策課）
●　学習会などで意識の見直しと理解の推進（生涯学習課）

第３回　国東市男女共同参画計画

基本目標

次回は、　第４回  基本目標  Ⅲ 男女が安心して暮らせる環境づくり  のお知らせをします。
計画書をご覧になりたい方は、企画課男女共同参画係までご連絡ください。　　☎0978-72-5161

Ⅱ 男女の人権の尊重
　２月20日㈬に、アストくにさきで、地
域や職務上でＤＶを発見・支援に関わる
可能性のある方を対象に、ドメスティッ
ク・バイオレンス（配偶者などからの暴
力）の研修会を行いました。
　講師の大分市のＮＰＯ法人「えばの
会」代表吉本寛子さんからＤＶの詳しい
内容と、会員によるＤＶ劇をとおして具
体的に理解することができ、ＤＶ被害者
への適切な支援について学びました。
※ドメスティック・バイオレンス＝ＤＶ

話 題

　「第36回ＪＡ共済全国小・中学生交通安全ポスターコ
ンクール」で、松本のぞみさん（伊美小１年）が文部
科学大臣奨励賞を受賞しました。このコンクールに
は、全国から166,398点の応募があり、同賞の受賞は、
県関係者では14年ぶりの快挙となります。また、井上
漱春君（竹田津小２年）が金賞を受賞しました。また、
昨年12月に行われた「平成20年度愛鳥週間用ポスター
原画コンクール」で、高木廉也君（竹田津小６年）が、
㈶日本鳥類保護連盟会長賞に選ばれました。

　２月７日㈭に虎ノ門パストラル（東京都港区）
で開催された平成19年度全国麦作共励会中央表
彰式で、安岐町の農事組合法人中園営農組合
（宇都宮善次組合長・構成員15人）が、集団の
部で全国第２位の全国米麦改良協会会長賞を受
賞しました。
　同組合は、約15haの麦を作付けしており、排
水条件に応じた作付けや新技術の導入に積極的
に取り組むことにより高い単収、収益性を実現
したことが評価されての受賞となりました。

　第19回全日本ロボット相撲大会と第15回高校生ロ
ボット相撲全国大会の２大会で優勝し見事２冠を達
成した、国東農工高校工業技術部に、２月29日㈮、
国東市栄誉章表彰により、賞詞が授与されました。
　工業技術部は、ロボット相撲、ロボット競技、発
明くふう作品の製作を中心に活動。今年度は、ロボッ
ト相撲（自立型）全国大会の２大会で優勝し、史上
初の快挙となる同一年度の２冠を達成しました。
　同校体育館で行われた授与式では、安松大器部長
に賞詞、吉部徹副部長に盾が、３年生部員６人にメ
ダルが野田侃生市長からそれぞれ贈られました。

松本のぞみさん（伊美小１年）が文部科学大臣奨励賞を受賞松本のぞみさん（伊美小１年）が文部科学大臣奨励賞を受賞

（農）中園営農組合（安岐町）が全国米麦改良協会会長賞受賞

第３６回 JA共済全国小・中学生 交通安全ポスターコンクール

▲２月８日㈮ 野田市長に報告に訪れた
　（前列左から）井上君、松本さん、（後列左から）河野久子竹田津小学
校長、高木君、野田市長、松本瑛子さん、田本邦彦伊美小学校長

▲栄誉章を受賞した工業技術部の皆さん
　（左から）安松大器部長、吉部徹副部長、宇都宮健さん、日野直希さん、
小田誠さん、一丸真人さん

▲２月１３日㈬、野田市長に受賞報告に訪れた（左から）宇都宮郁組合員、宇
都宮善次組合長

▲アストくにさき会議室で行われた研修会には55人
が参加

国東農工高校  工業技術部に栄誉章
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ダルが野田侃生市長からそれぞれ贈られました。

松本のぞみさん（伊美小１年）が文部科学大臣奨励賞を受賞松本のぞみさん（伊美小１年）が文部科学大臣奨励賞を受賞

（農）中園営農組合（安岐町）が全国米麦改良協会会長賞受賞

第３６回 JA共済全国小・中学生 交通安全ポスターコンクール

▲２月８日㈮ 野田市長に報告に訪れた
　（前列左から）井上君、松本さん、（後列左から）河野久子竹田津小学
校長、高木君、野田市長、松本瑛子さん、田本邦彦伊美小学校長

▲栄誉章を受賞した工業技術部の皆さん
　（左から）安松大器部長、吉部徹副部長、宇都宮健さん、日野直希さん、
小田誠さん、一丸真人さん

▲２月１３日㈬、野田市長に受賞報告に訪れた（左から）宇都宮郁組合員、宇
都宮善次組合長

▲アストくにさき会議室で行われた研修会には55人
が参加

国東農工高校  工業技術部に栄誉章
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みんなの顔が見えるまち
　

私
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
こ
う
思
い
ま

す
。
い
じ
め
の
原
因
は
、
た
く
さ
ん
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
に
友
達
の
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
一
年
生
の
時

に
仲
間
は
ず
し
に
あ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

部
活
内
で
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
自
分

が
何
を
し
た
の
か
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

無
視
を
さ
れ
た
り
、
悪
口
を
言
わ
れ
た
り

し
て
輪
の
中
に
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

あ
る
時
私
は
友
達
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
あ
ん
た
の
そ
う
い
う
と
こ
が
好
か
ん
。」

　

私
は
自
分
の
し
た
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
た
ら
気
づ
か
な
い
う
ち
に
相
手
に
嫌

な
こ
と
を
し
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
に
気
づ
く
ま
で
は
、「
な

ん
で
私
が
こ
ん
な
目
に
あ
わ
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
は
い
じ
め
に
は
絶
対
原
因
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
原
因
も
な
く
、
何
も
し
て
い
な

い
の
に
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
が
い
ま

し
た
。
そ
し
て
私
は
今
度
は
い
じ
め
る
側

に
ま
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
子
と
仲
が
よ
か
っ
た
の
に…

｢

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
た
く
な
い
か
ら｣

と

い
う
の
が
い
じ
め
る
側
に
ま
わ
っ
た
理
由

で
し
た
。
私
は
、
自
分
が
前
い
じ
め
ら
れ

て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、
自
分

も
そ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
の

が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
。
い
じ
め
る
側
に

い
る
と
そ
ん
な
こ
と
な
ん
か
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。
私
は
そ
の
子
に
対
し
て
、
わ

ざ
と
聞
こ
え
る
よ
う
に
悪
口
を
言
っ
た

り
、
無
視
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ま
た
私
が
い
じ
め
に
あ
う
と
き
が
き

た
の
で
す
。
そ
の
時
に
自
分
の
し
て
い
た

こ
と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。「
う

ち
、
な
ん
で
こ
ん
な
嫌
な
こ
と
を
友
達
に

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
と
。
自
分
が
さ
れ

て
嫌
な
こ
と
を
相
手
に
し
て
い
た
の
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
私
が
一
人
で
い
る
と
、
前
に
い

じ
め
て
い
た
子
が
私
に

　

「
ど
う
し
た
ん
？
　

な
ん
か
あ
っ
た
ん

な
ら
言
っ
て
み
よ
。」

　

と
私
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

「
私
が
前
い
じ
め
て
い
た
の
に
な
ん
で
話

し
か
け
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
そ
う
話
し
か
け
ら
れ
た

時
、
自
分
の
し
た
こ
と
の
恥
ず
か
し
さ
が

こ
み
あ
げ
、
罪
悪
感
で
泣
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
子
は
、
泣
き
終
わ
る
ま
で
一

緒
に
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
以
来

そ
の
子
を
親
友
と
呼
べ
る
ほ
ど
仲
よ
く
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
も
う
、
い
じ
め
は
や
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
も
し
嫌
な
こ
と
が
あ
れ
ば
本

人
に
直
接
言
っ
て
話
し
合
お
う
と
思
い
ま

し
た
。
た
だ
、〝
ム
カ
ツ
ク
〞
か
ら
と

か
、
め
だ
っ
て
い
る
と
か
、
男
子
の
前
で

ブ
リ
ッ
子
だ
か
ら
と
か
い
う
理
由
で
簡
単

に
い
じ
め
を
す
る
の
は
や
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
私
は
そ
の
子
の
お
か
げ
で
、
い

じ
め
に
つ
い
て
よ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
の
私
は
、
一
人
で
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
話
し
か
け
た
り
、
嫌
わ
れ

て
い
る
子
が
い
て
も
、
無
視
し
た
り
せ
ず

話
し
合
う
、
ま
た
話
し
あ
え
ば
、
わ
か
っ

て
く
れ
る
し
、
自
分
の
嫌
な
と
こ
ろ
も

言
っ
て
く
れ
る
し
、
そ
の
嫌
わ
れ
て
い
る

子
と
も
っ
と
仲
よ
く
な
れ
る
の
で
す
。
た

だ
、
自
分
が
思
っ
た
と
お
り
に
行
動
す
る

と
相
手
を
傷
つ
け
た
り
、
嫌
な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私

は
い
じ
め
を
も
う
絶
対
に
し
な
い
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。
い
じ
め
が
な
け
れ
ば
、
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
べ
る
し
、
た
く
さ
ん
の

い
い
思
い
出
が
で
き
ま
す
。
た
っ
た
一
度

し
か
な
い
人
生
な
の
で
、
い
じ
め
な
ど
で

嫌
な
思
い
を
す
る
よ
り
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
子
と
仲
よ
く
楽
し

く
過
ご
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
相
手
に
し

な
い
こ
と
、
自
分
の
行
動
を
よ
く
考
え
る

こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
い
じ
め
の
原
因
や
問
題
が

あ
る
け
ど
、
第
一
に
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
、
し
て
い
い
こ
と
悪
い
こ
と
を

自
分
で
判
断
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
、

私
の
ま
わ
り
に
い
る
大
切
な
友
達
を
失
わ

な
い
た
め
に
、
ち
ゃ
ん
と
話
し
合
い
、
み

ん
な
と
仲
よ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
過
去
の
私
と
今
の
私
」

–
い
じ
め
に
つ
い
て
–

国見中学校３年

森田  綾乃

　２月14日㈭、アストくにさきで市内３高校
の生徒ほか約600人が参加し高校生人権コン
サートが開催されました。
　『「わたし色」「あなた色」』をテーマに、高
校生自身による詩の朗読や３校の生徒合同に
よる合唱、また人権バンド「ぬくもり工房Ｉ
ｃＣＡK（熊本市）」のコンサートが行われ、
人権について考える一日になりました。

3校合同の合唱（左）と、
人権バンド「ぬくもり工
房IcCAK｣の演奏（下）

第６回 国東市高校生人権コンサート

心にぬくもりを

隣保館主催教室　受講生を募集します

講座名 指導者 開催日 開催時間

女声コーラス

フォークダンス（あすなろ会）

尺八教室
部落史研修会

絵手紙教室

児童絵手紙教室
パッチワーク教室
生花教室
若成会（三味線）
着付け教室
児童硬筆
児童音楽
ふれあいスポーツ教室

参　奈穂子先生

由佐　康子先生

古野　信雄先生
未　定

亀石　瀧子先生

森本トモ子先生
藤田　恵子先生
野田　妙子先生
徳丸登美子先生
森本ミドリ先生
参　奈穂子先生
松本　　章先生

毎月２回

毎月２回

毎月２回
毎月１回
毎月２回
毎月２回
毎月１回
毎月２回
毎月２回
毎月４回
毎月１回
毎月２回
毎月２回
毎月４回

14：30～16：30
14：00～16：00
９：00～11：00
13：00～15：00
９：30～11：30
19：00～21：00
19：00～21：00
10：00～12：00
19：30～20：30
15：30～16：30
16：00～17：00
15：00～17：00

土曜日  15：30～17：00
水曜日  19：30～21：00
第１　  10：00～12：00
第２　  13：30～15：00

第２土曜・第４水曜

第１・第２月曜

第１・第３火曜
　　  未　　定
第１・第３火曜
第１・第３土曜
第３土曜
第２・第４水曜
第２・第４水曜
毎週木曜
第２水曜（未定）
第１・第３木曜
第２・第４月曜
毎週水曜

　隣保館は、人権・同和問題の啓発、各種相談事業やふ
れあいスポーツ教室等を行っています。
　館内には、マッサージチェアや足裏マッサージ器な
ど、身体機能向上、健康増進のための機器を設置してお
り、施設の使用料は無料です。
　各種の会議室として、また市民の皆さんの憩いの場と
して、皆さんのご利用をお待ちしています。
　今回、「平成20年度　隣保館主催教室」の受講生の募

集をしています。
　新しく「部落史研修会」の講座を計画しました。部落
の歴史、部落解放の歴史を一緒に学習してみませんか。
　多くの方のご参加をお待ちしています。
　詳しくは、隣保館までお問い合わせください。
問い合わせ　国東市隣保館
　　　　　　国東市武蔵町古市1138-1
　　　　　　☎・FAX　0978681722

　

武
蔵
町
内
田
太
鼓
保
存
会
（
田
辺
大
三

会
長
）
が
、
２
月
10
日
㈰
に
中
津
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
大
分
県
子
ど
も
会
育
成

会
連
絡
協
議
会
の
芸
能
文
化
祭
に
出
場
し

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
が
８
回
目
の

出
場
と
な
り
、
す
っ
か
り
文
化
祭
の
常
連

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
龍
神
太
鼓
」

と「
内
田
砂
丘
」の
二
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
山
田
章
平
君
は
、「
毎
年
こ

の
文
化
祭
に
出
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
に

な
っ
て
い
ま
す
。
寒
い
時
の
練
習
は
つ
ら

か
っ
た
が
、
今
日
は
皆
、
早
い
バ
チ
さ
ば

き
も
よ
く
合
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
話
題
・
写
真
提
供
　

武
蔵
町
内
田
　

有
次
昭
二
さ
ん
）

内
田
太
鼓
保
存
会
が
第
28
回
県
子
連
芸
能
文
化
祭
に
出
場

内
田
太
鼓
保
存
会
が
第
28
回
県
子
連
芸
能
文
化
祭
に
出
場

　

２
月
２
日
㈯
、
武
蔵
町
吉
広
の
楽
庭
八

幡
神
社
で
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
１

月
26
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
前
後
に
、

火
事
や
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
ろ
う
と
全

国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
小
雨
の
降
る
悪
天
候
の

中
、
吉
広
区
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
吉
弘

楽
文
化
財
愛
護
少
年
団
、
市
消
防
本
部
、

市
消
防
団
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
楽

庭
八
幡
神
社
境
内
か
ら
火
災
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
、
愛
護
少
年
団
に
よ
る
文
化

財
の
搬
出
訓
練
や
、
消
防
本
部
・
消
防
団

に
よ
る
消
火
訓
練
、
消
火
器
の
取
り
扱
い

講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
回 

国
東
市
文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練
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みんなの顔が見えるまち
　

私
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
こ
う
思
い
ま

す
。
い
じ
め
の
原
因
は
、
た
く
さ
ん
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
に
友
達
の
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
一
年
生
の
時

に
仲
間
は
ず
し
に
あ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

部
活
内
で
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
自
分

が
何
を
し
た
の
か
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

無
視
を
さ
れ
た
り
、
悪
口
を
言
わ
れ
た
り

し
て
輪
の
中
に
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

あ
る
時
私
は
友
達
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
あ
ん
た
の
そ
う
い
う
と
こ
が
好
か
ん
。」

　

私
は
自
分
の
し
た
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
た
ら
気
づ
か
な
い
う
ち
に
相
手
に
嫌

な
こ
と
を
し
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
に
気
づ
く
ま
で
は
、「
な

ん
で
私
が
こ
ん
な
目
に
あ
わ
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
は
い
じ
め
に
は
絶
対
原
因
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
原
因
も
な
く
、
何
も
し
て
い
な

い
の
に
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
が
い
ま

し
た
。
そ
し
て
私
は
今
度
は
い
じ
め
る
側

に
ま
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
子
と
仲
が
よ
か
っ
た
の
に…

｢

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
た
く
な
い
か
ら｣

と

い
う
の
が
い
じ
め
る
側
に
ま
わ
っ
た
理
由

で
し
た
。
私
は
、
自
分
が
前
い
じ
め
ら
れ

て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、
自
分

も
そ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
の

が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
。
い
じ
め
る
側
に

い
る
と
そ
ん
な
こ
と
な
ん
か
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。
私
は
そ
の
子
に
対
し
て
、
わ

ざ
と
聞
こ
え
る
よ
う
に
悪
口
を
言
っ
た

り
、
無
視
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ま
た
私
が
い
じ
め
に
あ
う
と
き
が
き

た
の
で
す
。
そ
の
時
に
自
分
の
し
て
い
た

こ
と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。「
う

ち
、
な
ん
で
こ
ん
な
嫌
な
こ
と
を
友
達
に

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
と
。
自
分
が
さ
れ

て
嫌
な
こ
と
を
相
手
に
し
て
い
た
の
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
私
が
一
人
で
い
る
と
、
前
に
い

じ
め
て
い
た
子
が
私
に

　

「
ど
う
し
た
ん
？
　

な
ん
か
あ
っ
た
ん

な
ら
言
っ
て
み
よ
。」

　

と
私
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

「
私
が
前
い
じ
め
て
い
た
の
に
な
ん
で
話

し
か
け
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
そ
う
話
し
か
け
ら
れ
た

時
、
自
分
の
し
た
こ
と
の
恥
ず
か
し
さ
が

こ
み
あ
げ
、
罪
悪
感
で
泣
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
子
は
、
泣
き
終
わ
る
ま
で
一

緒
に
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
以
来

そ
の
子
を
親
友
と
呼
べ
る
ほ
ど
仲
よ
く
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
も
う
、
い
じ
め
は
や
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
も
し
嫌
な
こ
と
が
あ
れ
ば
本

人
に
直
接
言
っ
て
話
し
合
お
う
と
思
い
ま

し
た
。
た
だ
、〝
ム
カ
ツ
ク
〞
か
ら
と

か
、
め
だ
っ
て
い
る
と
か
、
男
子
の
前
で

ブ
リ
ッ
子
だ
か
ら
と
か
い
う
理
由
で
簡
単

に
い
じ
め
を
す
る
の
は
や
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
私
は
そ
の
子
の
お
か
げ
で
、
い

じ
め
に
つ
い
て
よ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
の
私
は
、
一
人
で
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
話
し
か
け
た
り
、
嫌
わ
れ

て
い
る
子
が
い
て
も
、
無
視
し
た
り
せ
ず

話
し
合
う
、
ま
た
話
し
あ
え
ば
、
わ
か
っ

て
く
れ
る
し
、
自
分
の
嫌
な
と
こ
ろ
も

言
っ
て
く
れ
る
し
、
そ
の
嫌
わ
れ
て
い
る

子
と
も
っ
と
仲
よ
く
な
れ
る
の
で
す
。
た

だ
、
自
分
が
思
っ
た
と
お
り
に
行
動
す
る

と
相
手
を
傷
つ
け
た
り
、
嫌
な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私

は
い
じ
め
を
も
う
絶
対
に
し
な
い
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。
い
じ
め
が
な
け
れ
ば
、
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
べ
る
し
、
た
く
さ
ん
の

い
い
思
い
出
が
で
き
ま
す
。
た
っ
た
一
度

し
か
な
い
人
生
な
の
で
、
い
じ
め
な
ど
で

嫌
な
思
い
を
す
る
よ
り
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
子
と
仲
よ
く
楽
し

く
過
ご
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
相
手
に
し

な
い
こ
と
、
自
分
の
行
動
を
よ
く
考
え
る

こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
い
じ
め
の
原
因
や
問
題
が

あ
る
け
ど
、
第
一
に
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
、
し
て
い
い
こ
と
悪
い
こ
と
を

自
分
で
判
断
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
、

私
の
ま
わ
り
に
い
る
大
切
な
友
達
を
失
わ

な
い
た
め
に
、
ち
ゃ
ん
と
話
し
合
い
、
み

ん
な
と
仲
よ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
過
去
の
私
と
今
の
私
」

–
い
じ
め
に
つ
い
て
–

国見中学校３年

森田  綾乃

　２月14日㈭、アストくにさきで市内３高校
の生徒ほか約600人が参加し高校生人権コン
サートが開催されました。
　『「わたし色」「あなた色」』をテーマに、高
校生自身による詩の朗読や３校の生徒合同に
よる合唱、また人権バンド「ぬくもり工房Ｉ
ｃＣＡK（熊本市）」のコンサートが行われ、
人権について考える一日になりました。

3校合同の合唱（左）と、
人権バンド「ぬくもり工
房IcCAK｣の演奏（下）

第６回 国東市高校生人権コンサート

心にぬくもりを

隣保館主催教室　受講生を募集します

講座名 指導者 開催日 開催時間

女声コーラス

フォークダンス（あすなろ会）

尺八教室
部落史研修会

絵手紙教室

児童絵手紙教室
パッチワーク教室
生花教室
若成会（三味線）
着付け教室
児童硬筆
児童音楽
ふれあいスポーツ教室

参　奈穂子先生

由佐　康子先生

古野　信雄先生
未　定

亀石　瀧子先生

森本トモ子先生
藤田　恵子先生
野田　妙子先生
徳丸登美子先生
森本ミドリ先生
参　奈穂子先生
松本　　章先生

毎月２回

毎月２回

毎月２回
毎月１回
毎月２回
毎月２回
毎月１回
毎月２回
毎月２回
毎月４回
毎月１回
毎月２回
毎月２回
毎月４回

14：30～16：30
14：00～16：00
９：00～11：00
13：00～15：00
９：30～11：30
19：00～21：00
19：00～21：00
10：00～12：00
19：30～20：30
15：30～16：30
16：00～17：00
15：00～17：00

土曜日  15：30～17：00
水曜日  19：30～21：00
第１　  10：00～12：00
第２　  13：30～15：00

第２土曜・第４水曜

第１・第２月曜

第１・第３火曜
　　  未　　定
第１・第３火曜
第１・第３土曜
第３土曜
第２・第４水曜
第２・第４水曜
毎週木曜
第２水曜（未定）
第１・第３木曜
第２・第４月曜
毎週水曜

　隣保館は、人権・同和問題の啓発、各種相談事業やふ
れあいスポーツ教室等を行っています。
　館内には、マッサージチェアや足裏マッサージ器な
ど、身体機能向上、健康増進のための機器を設置してお
り、施設の使用料は無料です。
　各種の会議室として、また市民の皆さんの憩いの場と
して、皆さんのご利用をお待ちしています。
　今回、「平成20年度　隣保館主催教室」の受講生の募

集をしています。
　新しく「部落史研修会」の講座を計画しました。部落
の歴史、部落解放の歴史を一緒に学習してみませんか。
　多くの方のご参加をお待ちしています。
　詳しくは、隣保館までお問い合わせください。
問い合わせ　国東市隣保館
　　　　　　国東市武蔵町古市1138-1
　　　　　　☎・FAX　0978681722

　

武
蔵
町
内
田
太
鼓
保
存
会
（
田
辺
大
三

会
長
）
が
、
２
月
10
日
㈰
に
中
津
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
大
分
県
子
ど
も
会
育
成

会
連
絡
協
議
会
の
芸
能
文
化
祭
に
出
場
し

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
が
８
回
目
の

出
場
と
な
り
、
す
っ
か
り
文
化
祭
の
常
連

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
龍
神
太
鼓
」

と「
内
田
砂
丘
」の
二
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
山
田
章
平
君
は
、「
毎
年
こ

の
文
化
祭
に
出
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
に

な
っ
て
い
ま
す
。
寒
い
時
の
練
習
は
つ
ら

か
っ
た
が
、
今
日
は
皆
、
早
い
バ
チ
さ
ば

き
も
よ
く
合
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
話
題
・
写
真
提
供
　

武
蔵
町
内
田
　

有
次
昭
二
さ
ん
）

内
田
太
鼓
保
存
会
が
第
28
回
県
子
連
芸
能
文
化
祭
に
出
場

内
田
太
鼓
保
存
会
が
第
28
回
県
子
連
芸
能
文
化
祭
に
出
場

　

２
月
２
日
㈯
、
武
蔵
町
吉
広
の
楽
庭
八

幡
神
社
で
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
１

月
26
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
前
後
に
、

火
事
や
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
ろ
う
と
全

国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
小
雨
の
降
る
悪
天
候
の

中
、
吉
広
区
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
吉
弘

楽
文
化
財
愛
護
少
年
団
、
市
消
防
本
部
、

市
消
防
団
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
楽

庭
八
幡
神
社
境
内
か
ら
火
災
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
、
愛
護
少
年
団
に
よ
る
文
化

財
の
搬
出
訓
練
や
、
消
防
本
部
・
消
防
団

に
よ
る
消
火
訓
練
、
消
火
器
の
取
り
扱
い

講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
回 

国
東
市
文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練
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国東市は第63回国民体育大会ウエイトリフティング競技会の開催地です

●申込み・お問い合わせ先は

チャレンジ！  おおいた国体
国東市実行委員会事務局

〒８７３－０５０３　国東市国東町鶴川136－1　
アストくにさき２F　国体推進室内
TEL ０９７８－７２－０３５４　FAX ０９７８－７２－０３５７
ホームページアドレス　http://kokutai-kunisaki.com
E-mail　kokutai-suishin@city.kunisaki.lg.jp

　「チャレンジ！おおいた国体」国東市実行委員会では、本年開催される「チャレンジ！
おおいた国体」に全国から訪れる選手、監督をはじめ多くの人々を、子どもからお年
寄りまで市民みんながおもてなしの心で迎え、夢と感動にあふれる大会にしたいと考
えています。
　全国から訪れる皆さんを、花いっぱいの美しい会場や街並みで温かく迎えるため、
あなたも「花いっぱいでおもてなし」にチャレンジ！してみませんか。

●競技開催期間　平成20年10月４日㈯～６日㈪
●製作場所　競技会場（アストくにさき）広場
●製作条件
・縦２ｍ×横２ｍの範囲内に、自由な発想のアイデア
でミニガーデンを作っていただきます。
・使用する花は大会推奨花＊インパチェンス＊コリウ
ス＊ニチニチソウ＊ペチュニアを使用してくださ
い。（事務局で花苗を提供します。）
・その他飾りつけ等の材料費については、事務局で負
担します。（上限有り）

●申込方法
　事務局・各総合支所窓口に備付けの申込用紙に次の
項目を明記の上、申し込んでください。
　①氏名、グループ名　②代表者住所
　③電話番号　④イメージ図

●申込資格　国東市在住の個人またはグループ
●申込人数　３組程度（申込多数の場合は、抽選により
決定します。）

●申込期限　平成20年４月28日㈪まで
●その他
・製作は９月中に行っていただく予定です。
・製作後の水やりは事務局で行いますが、その他装飾
のメンテナンスは製作者で行ってください。
・詳細は製作者決定後に協議することになります。
・個人情報は厳重に管理し、本大会以外の目的で使用
しません。

●場所　競技会場（アストくにさき）までの沿線遊休地
等、団体等が管理する花壇。

●条件　遊休地等についてはコスモス、花壇については
＊インパチェンス＊コリウス＊ニチニチソウ＊ペチュ
ニアの大会推奨花とします。

●申込方法
　事務局・各総合支所窓口に備付けの申込用紙に次の
項目を明記の上、申し込んでください。
　①氏名、グループ名　　②代表者住所　
　③電話番号　④位置図　⑤面積

●申込資格　国東市在住の個人またはグループ
●申込人数　16組程度（申込多数の場合は、場所等選考
により決定します。）

●申込期限　平成20年４月28日㈪まで
●その他
・花苗、種子は事務局で提供します。（数量は制限あり）
・植付け、水やり等の管理を十分に行ってください。
・詳細は決定後に協議することになります。
・個人情報は厳重に管理し、本大会以外の目的で使用
しません。

くにさきスポーツ情報くにさきスポーツ情報

　第50回記念県内一周大分合同駅伝競走大会が２月18
日㈪から22日㈮までの５日間の日程で開催され、17郡
市16チームが優勝目指して37区間388.8キロで健脚を
競いました。
　昨年11位でＢ部に昇格した国東市・東国東郡チーム
は、主力選手の欠場などもあり、初日14位と出遅れ、その後も厳しいレースが続き、総合13位とＢ部（６～
11位）死守の目標を達成することができませんでした。

県内一周大分合同駅伝

国東市・東国東郡は13位

▲富来小学校前の再スタートのようす（２月22日㈮）

第２５回大分県小学生バレーボール
国東半島地区大会

２月３日㈰
武蔵中・旭日小体育館

武蔵Ｂ＆Ｇ体育館・国見Ｂ＆Ｇ体育館

第２回市民ミニバレーボール大会
２月３日㈰　国東体育館・安岐体育館

各パート優勝
Ａパート　安岐うめＡ
Ｂパート　香々地
Ｃパート　伊美Ｂ
Ｄパート　真玉Ｂ

▲Ａパートで優勝した安岐うめＡの皆さん

平成１９年度国東市･東国東郡卓球選手権大会
２月17日㈰　国見Ｂ＆Ｇ海洋センター

各部優勝者（敬称略）
▶一般男子・宮本康博▶一般女子・鹿島沙奈絵▶中学
２年男子・猪俣直希▶同女子・国広桃菜▶中学１年男
子・梶原一平・▶同女子・古田あゆみ▶レクリエーシ
ョンＡ・仙崎洋司▶レクリエーションＢ・森下和博▶
県体予選女子30歳代・丸小野重子▶同女子40歳代・山
口栄子▶同女子50歳代・安立加代子▶同男子40歳代・
志丸郁▶同男子50歳代・山本哲二・▶同男子60歳代・
田辺征一郎

　１月31日㈭、国東町中田の姫椿の会（参法子会長）の
皆さんから国体国東市実行委員会に、３種類のめじろん
の手づくりマスコットのプレゼントをいただきました。
このマスコットは、軍手などを使って会員の皆さんが
作ったもので、中田区内の全世帯にも配布されました。
　参会長は「地元の城崎中学校でも、ウエイトリフティ
ング教室が開催されているので、区をあげて国体を盛り
上げていきたいと思います。」と話しています。

▲各部入賞者の皆さん

▲フリーの部・Ａパートで優勝した「旭日」の皆さん
②「ワンピース」③「川原」「キングオブチキン」

▲フリーの部・Ｂパートで優勝した「混成カモメ」の
皆さん　②「竹田津マリーンズ」③「Ｍタッチ」
「小原清流」

▲年齢制限の部・Ａパートで優勝した「旭日」の皆
さん　②「上国崎」③「田深」「飯塚ＯＢ」

▲年齢制限の部・Ｂパートで優勝した「Ｊフレンズ」
の皆さん　②旭日ボンビーズ③「ハッピー」「ド
リームＡＫＩ」

姫
椿
の
会
か
ら

手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

「花いっぱいでおもてなし」に
　　　　チャレンジ !してみませんか

競技会場（アストくにさき）を花で飾ろう
１. 競技会場「ミニガーデン」製作募集要項

沿道に花を植えよう
２. 国道等沿線「花いっぱいでおもてなし」募集要項
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ス＊ニチニチソウ＊ペチュニアを使用してくださ
い。（事務局で花苗を提供します。）
・その他飾りつけ等の材料費については、事務局で負
担します。（上限有り）

●申込方法
　事務局・各総合支所窓口に備付けの申込用紙に次の
項目を明記の上、申し込んでください。
　①氏名、グループ名　②代表者住所
　③電話番号　④イメージ図

●申込資格　国東市在住の個人またはグループ
●申込人数　３組程度（申込多数の場合は、抽選により
決定します。）

●申込期限　平成20年４月28日㈪まで
●その他
・製作は９月中に行っていただく予定です。
・製作後の水やりは事務局で行いますが、その他装飾
のメンテナンスは製作者で行ってください。
・詳細は製作者決定後に協議することになります。
・個人情報は厳重に管理し、本大会以外の目的で使用
しません。

●場所　競技会場（アストくにさき）までの沿線遊休地
等、団体等が管理する花壇。

●条件　遊休地等についてはコスモス、花壇については
＊インパチェンス＊コリウス＊ニチニチソウ＊ペチュ
ニアの大会推奨花とします。

●申込方法
　事務局・各総合支所窓口に備付けの申込用紙に次の
項目を明記の上、申し込んでください。
　①氏名、グループ名　　②代表者住所　
　③電話番号　④位置図　⑤面積

●申込資格　国東市在住の個人またはグループ
●申込人数　16組程度（申込多数の場合は、場所等選考
により決定します。）

●申込期限　平成20年４月28日㈪まで
●その他
・花苗、種子は事務局で提供します。（数量は制限あり）
・植付け、水やり等の管理を十分に行ってください。
・詳細は決定後に協議することになります。
・個人情報は厳重に管理し、本大会以外の目的で使用
しません。

くにさきスポーツ情報くにさきスポーツ情報

　第50回記念県内一周大分合同駅伝競走大会が２月18
日㈪から22日㈮までの５日間の日程で開催され、17郡
市16チームが優勝目指して37区間388.8キロで健脚を
競いました。
　昨年11位でＢ部に昇格した国東市・東国東郡チーム
は、主力選手の欠場などもあり、初日14位と出遅れ、その後も厳しいレースが続き、総合13位とＢ部（６～
11位）死守の目標を達成することができませんでした。

県内一周大分合同駅伝

国東市・東国東郡は13位

▲富来小学校前の再スタートのようす（２月22日㈮）

第２５回大分県小学生バレーボール
国東半島地区大会

２月３日㈰
武蔵中・旭日小体育館

武蔵Ｂ＆Ｇ体育館・国見Ｂ＆Ｇ体育館

第２回市民ミニバレーボール大会
２月３日㈰　国東体育館・安岐体育館

各パート優勝
Ａパート　安岐うめＡ
Ｂパート　香々地
Ｃパート　伊美Ｂ
Ｄパート　真玉Ｂ

▲Ａパートで優勝した安岐うめＡの皆さん

平成１９年度国東市･東国東郡卓球選手権大会
２月17日㈰　国見Ｂ＆Ｇ海洋センター

各部優勝者（敬称略）
▶一般男子・宮本康博▶一般女子・鹿島沙奈絵▶中学
２年男子・猪俣直希▶同女子・国広桃菜▶中学１年男
子・梶原一平・▶同女子・古田あゆみ▶レクリエーシ
ョンＡ・仙崎洋司▶レクリエーションＢ・森下和博▶
県体予選女子30歳代・丸小野重子▶同女子40歳代・山
口栄子▶同女子50歳代・安立加代子▶同男子40歳代・
志丸郁▶同男子50歳代・山本哲二・▶同男子60歳代・
田辺征一郎

　１月31日㈭、国東町中田の姫椿の会（参法子会長）の
皆さんから国体国東市実行委員会に、３種類のめじろん
の手づくりマスコットのプレゼントをいただきました。
このマスコットは、軍手などを使って会員の皆さんが
作ったもので、中田区内の全世帯にも配布されました。
　参会長は「地元の城崎中学校でも、ウエイトリフティ
ング教室が開催されているので、区をあげて国体を盛り
上げていきたいと思います。」と話しています。

▲各部入賞者の皆さん

▲フリーの部・Ａパートで優勝した「旭日」の皆さん
②「ワンピース」③「川原」「キングオブチキン」

▲フリーの部・Ｂパートで優勝した「混成カモメ」の
皆さん　②「竹田津マリーンズ」③「Ｍタッチ」
「小原清流」

▲年齢制限の部・Ａパートで優勝した「旭日」の皆
さん　②「上国崎」③「田深」「飯塚ＯＢ」

▲年齢制限の部・Ｂパートで優勝した「Ｊフレンズ」
の皆さん　②旭日ボンビーズ③「ハッピー」「ド
リームＡＫＩ」
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「花いっぱいでおもてなし」に
　　　　チャレンジ !してみませんか

競技会場（アストくにさき）を花で飾ろう
１. 競技会場「ミニガーデン」製作募集要項

沿道に花を植えよう
２. 国道等沿線「花いっぱいでおもてなし」募集要項
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は休館日。28日㈮は資料整理のため休館です。

3図書館カレンダー 月

■ 新着図書のご紹介

◆国見図書館
　おはなしひろば
　８・22日㈯　午前９時30分～
　　　　　　　竹田津改善センター

◆くにさき図書館
　おはなし会
　９日㈰　午前10時30分～
　22日㈯　午後２時～

◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　５・12・19・26日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　13日㈭　午後１時～１時30分
　　　　　武蔵西小学校
　27日㈭　午後１時30分～２時
　　　　　吉広地区

◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（読み聞かせと工作）
　８日㈯　午前10時30分～

　かなり不思議な、ゆらちゃんのお母さん。ゆらちゃんはたずねま
す。「おかあさんって、じつは魔女だったの!?」
　お母さんの答えは「魔女じゃなくて、おまじないつかい！」そう、
ゆらちゃんの家は、代々続いてきた、おまじないつかいの家だったの
です。ゆらちゃんも、おまじないつかいの修行を始めます。修行と
いっても、レタスを育てたりする、なんだかのんきな修行なのです
が…。
　ゆらちゃんのお母さんの言葉。「まほうつかいってのは、やたらと
気がみじかいけど、おまじないつかいは、ゆっくりじっくり、ねがい
ごとを育てるんだよ。そこが、おまじないつかいのすてきなところ」
なるほどなるほど、こんな風に言えるお母さんっていいですよね。

図書館
だより

開館時間 午前10時～午後６時

安 岐 図 書 館

　みならいコックのトムはケーキをとても上手にやけます。しかし、
それをだれも知りません。それはスプーンやさらしかあらわせても
らえなかったからです。でも唯一のトムの友達しろねずみのティナ
はそのことを知っていて、トムの作るケーキがとても大好きでした。
　そんなある日、お城でケーキコンテストが開かれることになり、ト
ムは一生懸命ケーキを作ります。はたしてその結果は……。 
　トムが作ったケーキがとてもかわいく、とても美味しそうです。ト
ムとティナの友情にも心が温まります。少し長めですが、読みごた
えがありオススメです。

ジーン ・ジオン（文）　マーガレット・ブロイ・グレアム（絵）
「さとうねずみのケーキ」

なかがわちひろ
「おまじないつかい」

■ 図書館行事のご案内

※詳しい新着情報は、20日以降に回覧される図書館報「どくいち」をご覧ください。

く に さ き 図 書 館

　脳梗塞とは、脳の血管がつまり、血液が流れなくなることによっ
て起こる病気で、その後遺症として、半身麻痺や知覚障害などがみ
られます。
　今月は、その脳梗塞に倒れ、復帰するまでを家族や担当医の言葉
とともに綴ったドキュメントをご紹介します。
　何の前触れもなく突然その日は訪れました。2006年７月、42歳の
彼女を脳梗塞が襲います。
　小さな幸運が重なって命は取りとめたものの、後遺症で失語症に
陥ってしまいました。原稿を読むことを生業とする彼女にとってこ
の現実はとてもつらいものでした。一日も早い復帰を願っていた日
から、仕事ができないと告げられてからの虚しい日々…。みんなが
外国語を喋っている感じがし、字が読めない、書けない日々でした。
　早口言葉や声に出して読む方法でリハビリを続け、それを温かく
見守る家族に支えられ、今では生放送も以前と同じようにこなす彼
女の闘病記をぜひご一読ください。

沼尾ひろ子（著）
「奇跡 失くした言葉が取り戻せた！」

　2009年７月22日。この日、日本で皆既日食を見ることができま
す。昼間、太陽がどんどん欠け完全に見えなくなり、辺りが真っ暗に
なる皆既日食。暗くなった時に見られる光の輪は、この世で最も美
しい現象と言われています。
　本書によれば、前回、日本で観測できた皆既日食は、45年前に網
走で、2009年はトカラ列島や屋久島など南の島々で観測できるそう
です。注目点は皆既時間。最も長いのは悪石島と小笠原諸島の北硫
黄島（無人島）で、６分と、近年で最も長いとの事です。ちなみに網
走の時は30秒だったそうです。
　他にも、観測時の留意点、観測地点までの交通案内、観測ボック
スの作り方などが紹介されています。

国 見 図 書 館

eclipseguide.net  編
「皆既日食ハンターズガイド」

武 蔵 図 書 館

　市報くにさき８月号でお知らせしましたが、昨年６月から「国東市健康づくり計画」の策定を進めてきました。
「国東市健康づくり計画」として策定してきたのは「健康増進計画」「食育推進基本計画」「特定健康診査等実施計画」
の３つの計画です。
　市民のみなさんが元気に暮らせるようにするにはどうしたらよいか話し合い、みんなで取り組むために、市内
の各種団体や公募での市民代表者の方が集まり、知恵を出し合って、10回の話し合いを重ねてきました。
　内容としては、生活習慣や健康についての意識、郷土料理などについて市民を対象に実施したアンケート結果
等から、国東市の現在の実態を把握し、その内容をもとに国東市でこれから健康づくりのために必要な取り組み
は何かについて検討してきました。アンケートにご協力いただき深く感謝いたします。

　みんなでつくりあげてきた計画を皆さんに知っていただき、市民みんなで健康な地域づくりを進めていく契機
とするために、下記のとおり大会を開催しますので、ぜひご参加ください。

▲アンケート結果等をもとに話し合う健康づくり計画策定作業部会の皆さん

健康づくり計画がもうすぐ出来上がります！

東 国 東 地 域
健 康 づ く り
計画推進大会

日時▶３月15日㈯　午前９時30分～午後０時30分
場所▶アストくにさき　マルチホール
内容▶国東市と姫島村の健康づくり計画及び計画策定の経過と活

動報告について、市民代表者による発表があります。
主催▶東国東地域保健委員会

　国東市の実施する予防接種として「ＢＣＧ」「三
種混合（破傷風･ジフテリア･百日咳）」「ポリオ」「麻
しん･風しん」などがあります。みなさん予防接種
はおすみですか？
　中には重症化したり後遺症の残る病気もありま
す。接種時期がきたら、早めにすませましょう。

　特に現在流行している麻しんは「麻しん･風しん」
の予防接種を１歳の時と小学校就学前１年間の間に
接種するようになっています。忘れずにすませま
しょう。
　ご不明な点のある方は各保健係までお
問い合わせください。

国見地域市民健康課…☎0978821112
国東保健センター……☎0978732450

武蔵保健福祉センター…☎0978681184
安岐地域市民健康課……☎0978671114

問い合わせ
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　市報くにさき８月号でお知らせしましたが、昨年６月から「国東市健康づくり計画」の策定を進めてきました。
「国東市健康づくり計画」として策定してきたのは「健康増進計画」「食育推進基本計画」「特定健康診査等実施計画」
の３つの計画です。
　市民のみなさんが元気に暮らせるようにするにはどうしたらよいか話し合い、みんなで取り組むために、市内
の各種団体や公募での市民代表者の方が集まり、知恵を出し合って、10回の話し合いを重ねてきました。
　内容としては、生活習慣や健康についての意識、郷土料理などについて市民を対象に実施したアンケート結果
等から、国東市の現在の実態を把握し、その内容をもとに国東市でこれから健康づくりのために必要な取り組み
は何かについて検討してきました。アンケートにご協力いただき深く感謝いたします。

　みんなでつくりあげてきた計画を皆さんに知っていただき、市民みんなで健康な地域づくりを進めていく契機
とするために、下記のとおり大会を開催しますので、ぜひご参加ください。

▲アンケート結果等をもとに話し合う健康づくり計画策定作業部会の皆さん

健康づくり計画がもうすぐ出来上がります！

東 国 東 地 域
健 康 づ く り
計画推進大会

日時▶３月15日㈯　午前９時30分～午後０時30分
場所▶アストくにさき　マルチホール
内容▶国東市と姫島村の健康づくり計画及び計画策定の経過と活

動報告について、市民代表者による発表があります。
主催▶東国東地域保健委員会

　国東市の実施する予防接種として「ＢＣＧ」「三
種混合（破傷風･ジフテリア･百日咳）」「ポリオ」「麻
しん･風しん」などがあります。みなさん予防接種
はおすみですか？
　中には重症化したり後遺症の残る病気もありま
す。接種時期がきたら、早めにすませましょう。

　特に現在流行している麻しんは「麻しん･風しん」
の予防接種を１歳の時と小学校就学前１年間の間に
接種するようになっています。忘れずにすませま
しょう。
　ご不明な点のある方は各保健係までお
問い合わせください。

国見地域市民健康課…☎0978821112
国東保健センター……☎0978732450

武蔵保健福祉センター…☎0978681184
安岐地域市民健康課……☎0978671114

問い合わせ
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（1月31日現在）
　男　　16,235人（△27）
　女　　17,790人（△23）
　計　　34,025人（△50）
世帯数　13,628世帯（△1）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

3月の納税：介護保険料（10期）
納期限は3月31日（月） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

 

 

宝
く
じ
文
化
公
演
「
東
京
名
人
会
」

主
催
　

国
東
市
・
国
東
市
教
育
委
員

会
・
大
分
県
・
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時
　

３
月
17
日
㈪
　

開
場
午
後
６

時
　

開
演
午
後
６
時
30
分

場
所
　

国
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み

ん
な
ん
か
ん

出
演
　

鈴
々
舎
馬
風
・
マ
ギ
ー
司
郎
・

玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
ほ
か

入
場
料
　

全
席
自
由

一
般
２
、０
０
０
円
・
高
校
生
以
下

１
、０
０
０
円（
当
日
券
５
０
０
円

増
し
）

　

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
完
売

の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

み
ん
な
ん
か

ん
、
竹
田
津
・
熊
毛
出
張
所
、
ア
ス

ト
く
に
さ
き
、
武
蔵
・
安
岐
教
育
事

務
所

問
い
合
わ
せ
　

み
ん
な
ん
か
ん

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
５

 

和
太
鼓
集
団

「
Ｔ
Ａ
Ｏ‐

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
」
公
演

※

内
田
太
鼓
保
存
会
（
武
蔵
町
）
と

の
共
演
が
決
定

日
時
　

４
月
27
日
㈰
　

午
後
５
時
〜

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き

料
金
　

全
席
自
由

大
人
３
、
５
０
０
円

小
人
３
、
０
０
０
円
（
開
催
日
現
在

４
歳
〜
中
学
生
）

※

４
歳
未
満
入
場
無
料
、
当
日
券
５

０
０
円
増
し

問
い
合
わ
せ
　

Ｔ
Ａ
Ｏ
く
に
さ
き
実

行
委
員
会
　

☎
０
８
０‐

１
５
４
０

‐

１
３
８
５
（
岡
田
）

く
に
さ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ

日
時
　

４
月
６
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
　

雨
天
中
止

場
所
　

武
蔵
多
目
的
広
場

内
容
　

訓
練
士
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
躾

教
室
（
先
着
30
頭
前
後
）、
災
害
救

助
犬
・
警
察
犬
に
よ
る
模
擬
訓
練
、

盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
教
室
等

参
加
料
　

無
料

問
い
合
わ
せ
　

く
に
さ
き
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

☎
０
５
０‐

３
６
１
２‐

８
８
７
１

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

（
２
／
１
〜
２
／
15
ま
で
の
届
出
分
）

１
月
　

17
日
　

安
岐
町
塩
屋
　
　

中
嶋
　

志
恩
（
貞
敏
・
車
恩
玉
）

　
　
　

27
日
　

武
蔵
町
糸
原
　
　

柳
　
　

日
和
（
典
嗣
・
美
由
紀
）

２
月
　

１
日
　

国
東
町
富
来
浦
　

上
野
　

瑞
姫
（
浩
司
・
亜
理
沙
）

　
　
　

２
日
　

武
蔵
町
内
田
　
　

中
山
　

陽
翔
（
容
輔
・
久
美
子
）

　
　
　
　
　
　

国
東
町
岩
戸
寺
　

上
田
　

優
花
（
大
祐
・
千
春
）
　

　
　
　

５
日
　

国
見
町
伊
美
　
　

衣
笠
　

勇
輝
（
邦
彦
・
富
士
子
）

　
　
　

６
日
　

安
岐
町
中
園
　
　

加
　
　

文
哉
（
俊
一
・
久
美
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
２
／
１
〜
２
／
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

か

ゆ
う

き

ゆ
う

や

ふ
み ひ

よ
り

み
ず
き

は
る
と お

ん

し

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
ま
す

　

国
東
市
観
光
協
会
で
は
、
観
光
客

の
皆
さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
迎
え
、
国
東
市
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

１
．
国
東
市
及
び
周
辺
を
訪
れ
る
方

に
、
歴
史
文
化
や
施
設
の
概
要
、

風
土
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

も
っ
て
案
内
し
、
郷
土
へ
の
愛
着

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

２
．
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

３
．
ガ
イ
ド
は
、
都
合
の
つ
く
時
だ

け
で
結
構
で
す
。

４
．
年
会
費
　

１
、
０
０
０
円
（
会

の
運
営
費
と
し
て
）

研
修
　

事
前
に
、
国
東
市
の
歴
史
文

化
、
観
光
施
設
の
概
要
、
ガ
イ
ド
の

心
得
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
と
、
必

要
に
応
じ
た
現
地
研
修
を
行
い
ま
す
。

申
込
締
切
　

３
月
31
日
㈪

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
無
料

相
談
会

　

司
法
書
士
が
認
知
症
高
齢
者
・
知

的
障
害
者
等
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
を
対
象
と
し
た
成
年
後
見
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

３
月
23
日
㈰
　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
順
、
予
約
不
要
）

場
所
　

大
分
市
城
崎
町
　

司
調
会
館

（
法
務
局
隣
）

※

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

☎
０
９
７‐

５
３
３‐

４
１
１
０

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９

日
中
一
時
支
援
事
業

（
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
日
中
過
ご
す

た
め
の
場
を
提
供
し
て
、
ご
家
族
の

就
労
支
援
や
日
常
的
に
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
の
一
時
的
な
休
息
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。（
対
象
者
：
身
体
・

療
育
・
精
神
の
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
持
っ
て
い
な
く
て
も
福
祉
事
務

所
長
が
必
要
と
認
め
た
障
が
い
者
等
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

国
東
市
福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉
係

及
び
各
総
合
支
所
福
祉
係

長
期
休
暇
中
（
春
休
み
期
間
中
）
の

障
が
い
児
の
日
中
一
時
支
援
事
業

利
用
で
き
る
方
　

日
中
一
時
支
援
事

業
の
決
定
を
受
け
た
方（
18
歳
ま
で
）

催
し

相
談

募
集

お
知
ら
せ

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
、
知
的
又
は
身
体
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
又
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。）

◎
手
当
月
額

　

１
級
障
が
い
　

５
０
、
７
５
０
円

　

２
級
障
が
い
　

３
３
、
８
０
０
円

　

な
お
、
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

国
東
市
福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
１
４
８

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害

者
及
び
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
手
続

き
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
？

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
」（
石
綿
救
済
法
）
に

定
め
ら
れ
た
特
別
遺
族
給
付
金
は
請

求
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
法
施

行
後
３
年
以
内
に
請
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
平
成
21
年
３
月
27
日
が
請

求
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降

は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
分
労
働
局

☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
２
１
４

大
分
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
７‐

５
３
５‐

１
５
１
４

（
国
東
市
福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉

係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。）

場
所
　

武
蔵
町
古
市
　

隣
保
館
（
な

か
よ
し
館
）

日
時
　

３
月
25
日
㈫
・
27
日
㈭
・
４

月
３
日
㈭
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分

問
い
合
わ
せ

秀
渓
園
　

☎
０
９
７
８
69
０
１
０
１

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　

タ
イ

レ
シ
　

☎
０
９
７
８
69
０
５
３
９

各
種
福
祉
手
当
を
ご
存
知
で
す
か

　

各
種
福
祉
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

い
ず
れ
か
の
手
当
を
受
給
で
き
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
お
お
む
ね
２
級
程
度
以
上

の
障
が
い
を
２
つ
以
上
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
よ
う
な
在
宅
の
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。（
所
得
に
よ
る
制
限
等
が
あ
り

ま
す
。）

◎
手
当
月
額
２
６
、
４
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
重
度
の
障

が
い
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む

ね
２
級
程
度
以
上
）
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
在
宅
の
障
が
い
が

あ
る
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所

得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

◎
手
当
月
額
１
４
、
３
８
０
円

９
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

今
城
　

鉄
夫
（
75
歳
）

10
日
　

安
岐
町
瀬
戸
田

　
　
　
　
　

佐
　
　

武
士
（
93
歳
）

11
日
　

安
岐
町
朝
来

　
　
　
　
　

田
邉
　

克
己
（
80
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

岐
部
　

佐
一
（
81
歳
）

12
日
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

宮
脇
　

タ
マ
（
98
歳
）

13
日
　

安
岐
町
山
浦

　
　
　
　
　

今
村
　

富
子
（
76
歳
）

14
日
　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

楳
田
フ
ヂ
ノ
（
90
歳
）

２
月

１
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

中
井
　

義
男
（
91
歳
）

２
日
　

国
東
町
川
原

　
　
　
　
　

友
末
　

達
男
（
87
歳
）

３
日
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

田
口
　
　

武
（
80
歳
）

　
　
　

安
岐
町
明
治

　
　
　
　
　

財
前
ミ
ツ
子
（
87
歳
）

　
　
　

安
岐
町
馬
場

　
　
　
　
　

馬
場
　

尚
巳
（
74
歳
）

４
日
　

安
岐
町
大
添

　
　
　
　
　

江
藤
　

ト
ミ
（
79
歳
）

８
日
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

髙
橋
　

武
弘
（
77
歳
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

国
東
市
観
光

協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
２
６
４
・
２
６
５

保
健
所
再
編
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
国
東
保

健
所
は「
東
部
保
健
所
国
東
保
健
部
」

に
な
り
ま
す
。

　

所
在
地
や
電
話
番
号
、
所
管
区
域

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部

〒
８
７
３‐

０
５
０
４
　

国
東
市
国

東
町
安
国
寺
７
８
６
番
地
１
（
大
分

県
国
東
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
７
８
72
１
１
２
７
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
３
０
７
３

あ
な
た
も
裁
判
員
！

裁
判
員
模
擬
評
議

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
、
裁
判
員

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

裁
判
員
裁
判
の
評
議
（
模
擬
）
を
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時
　

３
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　

大
分
地
方
裁
判
所
杵
築
支
部

申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
分
地
方
裁
判
所
杵
築
支
部
庶
務
課

☎
０
９
７
８
62
２
０
５
２

 

ア
ス
ト
く
に
さ
き
ア
ス
ト
ホ
ー
ル

 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
の
「
ア
ス
ト

ホ
ー
ル
」
が
、
施
設
設
備
の
点
検
の

た
め
次
の
期
間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期
間

３
月
17
日
㈪
〜
４
月
７
日
㈪

問
い
合
わ
せ

く
に
さ
き
文
化
振
興
財
団

☎
０
９
７
８
73
０
１
０
１

無
料
相
談
会

日
時
　

３
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　

大
分
県
行
政
書
士
会
　

大
分

市
城
崎
町
１‐

２‐

３
　

大
分
県
住

宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

相
談
内
容
　

遺
言
・
遺
産
相
続
・
不

動
産
関
連
・
そ
の
他

福
祉

に
っ
ち
ゅ
う
い
ち　

じ
　

し　

え
ん  

じ 

ぎ
ょ
う
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（1月31日現在）
　男　　16,235人（△27）
　女　　17,790人（△23）
　計　　34,025人（△50）
世帯数　13,628世帯（△1）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

3月の納税：介護保険料（10期）
納期限は3月31日（月） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

 

 

宝
く
じ
文
化
公
演
「
東
京
名
人
会
」

主
催
　

国
東
市
・
国
東
市
教
育
委
員

会
・
大
分
県
・
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時
　

３
月
17
日
㈪
　

開
場
午
後
６

時
　

開
演
午
後
６
時
30
分

場
所
　

国
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み

ん
な
ん
か
ん

出
演
　

鈴
々
舎
馬
風
・
マ
ギ
ー
司
郎
・

玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
ほ
か

入
場
料
　

全
席
自
由

一
般
２
、０
０
０
円
・
高
校
生
以
下

１
、０
０
０
円（
当
日
券
５
０
０
円

増
し
）

　

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
完
売

の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

み
ん
な
ん
か

ん
、
竹
田
津
・
熊
毛
出
張
所
、
ア
ス

ト
く
に
さ
き
、
武
蔵
・
安
岐
教
育
事

務
所

問
い
合
わ
せ
　

み
ん
な
ん
か
ん

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
５

 

和
太
鼓
集
団

「
Ｔ
Ａ
Ｏ‐

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
」
公
演

※

内
田
太
鼓
保
存
会
（
武
蔵
町
）
と

の
共
演
が
決
定

日
時
　

４
月
27
日
㈰
　

午
後
５
時
〜

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き

料
金
　

全
席
自
由

大
人
３
、
５
０
０
円

小
人
３
、
０
０
０
円
（
開
催
日
現
在

４
歳
〜
中
学
生
）

※

４
歳
未
満
入
場
無
料
、
当
日
券
５

０
０
円
増
し

問
い
合
わ
せ
　

Ｔ
Ａ
Ｏ
く
に
さ
き
実

行
委
員
会
　

☎
０
８
０‐

１
５
４
０

‐

１
３
８
５
（
岡
田
）

く
に
さ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ

日
時
　

４
月
６
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
　

雨
天
中
止

場
所
　

武
蔵
多
目
的
広
場

内
容
　

訓
練
士
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
躾

教
室
（
先
着
30
頭
前
後
）、
災
害
救

助
犬
・
警
察
犬
に
よ
る
模
擬
訓
練
、

盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
教
室
等

参
加
料
　

無
料

問
い
合
わ
せ
　

く
に
さ
き
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

☎
０
５
０‐

３
６
１
２‐

８
８
７
１

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

（
２
／
１
〜
２
／
15
ま
で
の
届
出
分
）

１
月
　

17
日
　

安
岐
町
塩
屋
　
　

中
嶋
　

志
恩
（
貞
敏
・
車
恩
玉
）

　
　
　

27
日
　

武
蔵
町
糸
原
　
　

柳
　
　

日
和
（
典
嗣
・
美
由
紀
）

２
月
　

１
日
　

国
東
町
富
来
浦
　

上
野
　

瑞
姫
（
浩
司
・
亜
理
沙
）

　
　
　

２
日
　

武
蔵
町
内
田
　
　

中
山
　

陽
翔
（
容
輔
・
久
美
子
）

　
　
　
　
　
　

国
東
町
岩
戸
寺
　

上
田
　

優
花
（
大
祐
・
千
春
）
　

　
　
　

５
日
　

国
見
町
伊
美
　
　

衣
笠
　

勇
輝
（
邦
彦
・
富
士
子
）

　
　
　

６
日
　

安
岐
町
中
園
　
　

加
　
　

文
哉
（
俊
一
・
久
美
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
２
／
１
〜
２
／
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

か

ゆ
う

き

ゆ
う

や

ふ
み ひ

よ
り

み
ず
き

は
る
と お

ん

し

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
ま
す

　

国
東
市
観
光
協
会
で
は
、
観
光
客

の
皆
さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
迎
え
、
国
東
市
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

１
．
国
東
市
及
び
周
辺
を
訪
れ
る
方

に
、
歴
史
文
化
や
施
設
の
概
要
、

風
土
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

も
っ
て
案
内
し
、
郷
土
へ
の
愛
着

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

２
．
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

３
．
ガ
イ
ド
は
、
都
合
の
つ
く
時
だ

け
で
結
構
で
す
。

４
．
年
会
費
　

１
、
０
０
０
円
（
会

の
運
営
費
と
し
て
）

研
修
　

事
前
に
、
国
東
市
の
歴
史
文

化
、
観
光
施
設
の
概
要
、
ガ
イ
ド
の

心
得
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
と
、
必

要
に
応
じ
た
現
地
研
修
を
行
い
ま
す
。

申
込
締
切
　

３
月
31
日
㈪

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
無
料

相
談
会

　

司
法
書
士
が
認
知
症
高
齢
者
・
知

的
障
害
者
等
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
を
対
象
と
し
た
成
年
後
見
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

３
月
23
日
㈰
　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
順
、
予
約
不
要
）

場
所
　

大
分
市
城
崎
町
　

司
調
会
館

（
法
務
局
隣
）

※

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

☎
０
９
７‐

５
３
３‐

４
１
１
０

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９

日
中
一
時
支
援
事
業

（
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
日
中
過
ご
す

た
め
の
場
を
提
供
し
て
、
ご
家
族
の

就
労
支
援
や
日
常
的
に
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
の
一
時
的
な
休
息
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。（
対
象
者
：
身
体
・

療
育
・
精
神
の
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
持
っ
て
い
な
く
て
も
福
祉
事
務

所
長
が
必
要
と
認
め
た
障
が
い
者
等
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

国
東
市
福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉
係

及
び
各
総
合
支
所
福
祉
係

長
期
休
暇
中
（
春
休
み
期
間
中
）
の

障
が
い
児
の
日
中
一
時
支
援
事
業

利
用
で
き
る
方
　

日
中
一
時
支
援
事

業
の
決
定
を
受
け
た
方（
18
歳
ま
で
）

催
し

相
談

募
集

お
知
ら
せ

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
、
知
的
又
は
身
体
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
又
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。）

◎
手
当
月
額

　

１
級
障
が
い
　

５
０
、
７
５
０
円

　

２
級
障
が
い
　

３
３
、
８
０
０
円

　

な
お
、
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

国
東
市
福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
１
４
８

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害

者
及
び
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
手
続

き
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
？

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
」（
石
綿
救
済
法
）
に

定
め
ら
れ
た
特
別
遺
族
給
付
金
は
請

求
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
法
施

行
後
３
年
以
内
に
請
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
平
成
21
年
３
月
27
日
が
請

求
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降

は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
分
労
働
局

☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
２
１
４

大
分
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
７‐

５
３
５‐

１
５
１
４

（
国
東
市
福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉

係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。）

場
所
　

武
蔵
町
古
市
　

隣
保
館
（
な

か
よ
し
館
）

日
時
　

３
月
25
日
㈫
・
27
日
㈭
・
４

月
３
日
㈭
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分

問
い
合
わ
せ

秀
渓
園
　

☎
０
９
７
８
69
０
１
０
１

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　

タ
イ

レ
シ
　

☎
０
９
７
８
69
０
５
３
９

各
種
福
祉
手
当
を
ご
存
知
で
す
か

　

各
種
福
祉
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

い
ず
れ
か
の
手
当
を
受
給
で
き
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
お
お
む
ね
２
級
程
度
以
上

の
障
が
い
を
２
つ
以
上
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
よ
う
な
在
宅
の
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。（
所
得
に
よ
る
制
限
等
が
あ
り

ま
す
。）

◎
手
当
月
額
２
６
、
４
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
重
度
の
障

が
い
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む

ね
２
級
程
度
以
上
）
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
在
宅
の
障
が
い
が

あ
る
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所

得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

◎
手
当
月
額
１
４
、
３
８
０
円

９
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

今
城
　

鉄
夫
（
75
歳
）

10
日
　

安
岐
町
瀬
戸
田

　
　
　
　
　

佐
　
　

武
士
（
93
歳
）

11
日
　

安
岐
町
朝
来

　
　
　
　
　

田
邉
　

克
己
（
80
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

岐
部
　

佐
一
（
81
歳
）

12
日
　

安
岐
町
下
原

　
　
　
　
　

宮
脇
　

タ
マ
（
98
歳
）

13
日
　

安
岐
町
山
浦

　
　
　
　
　

今
村
　

富
子
（
76
歳
）

14
日
　

安
岐
町
下
山
口

　
　
　
　
　

楳
田
フ
ヂ
ノ
（
90
歳
）

２
月

１
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

中
井
　

義
男
（
91
歳
）

２
日
　

国
東
町
川
原

　
　
　
　
　

友
末
　

達
男
（
87
歳
）

３
日
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

田
口
　
　

武
（
80
歳
）

　
　
　

安
岐
町
明
治

　
　
　
　
　

財
前
ミ
ツ
子
（
87
歳
）

　
　
　

安
岐
町
馬
場

　
　
　
　
　

馬
場
　

尚
巳
（
74
歳
）

４
日
　

安
岐
町
大
添

　
　
　
　
　

江
藤
　

ト
ミ
（
79
歳
）

８
日
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

髙
橋
　

武
弘
（
77
歳
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

国
東
市
観
光

協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
２
６
４
・
２
６
５

保
健
所
再
編
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
国
東
保

健
所
は「
東
部
保
健
所
国
東
保
健
部
」

に
な
り
ま
す
。

　

所
在
地
や
電
話
番
号
、
所
管
区
域

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部

〒
８
７
３‐

０
５
０
４
　

国
東
市
国

東
町
安
国
寺
７
８
６
番
地
１
（
大
分

県
国
東
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
７
８
72
１
１
２
７
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
３
０
７
３

あ
な
た
も
裁
判
員
！

裁
判
員
模
擬
評
議

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
、
裁
判
員

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

裁
判
員
裁
判
の
評
議
（
模
擬
）
を
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時
　

３
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　

大
分
地
方
裁
判
所
杵
築
支
部

申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
分
地
方
裁
判
所
杵
築
支
部
庶
務
課

☎
０
９
７
８
62
２
０
５
２

 

ア
ス
ト
く
に
さ
き
ア
ス
ト
ホ
ー
ル

 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
の
「
ア
ス
ト

ホ
ー
ル
」
が
、
施
設
設
備
の
点
検
の

た
め
次
の
期
間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期
間

３
月
17
日
㈪
〜
４
月
７
日
㈪

問
い
合
わ
せ

く
に
さ
き
文
化
振
興
財
団

☎
０
９
７
８
73
０
１
０
１

無
料
相
談
会

日
時
　

３
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　

大
分
県
行
政
書
士
会
　

大
分

市
城
崎
町
１‐

２‐

３
　

大
分
県
住

宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

相
談
内
容
　

遺
言
・
遺
産
相
続
・
不

動
産
関
連
・
そ
の
他

福
祉

に
っ
ち
ゅ
う
い
ち　

じ
　

し　

え
ん  

じ 

ぎ
ょ
う



新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編

作　ロナウジーニョ太郎 No.24

あ
の
２
人

泣
い
て
る
よ

 

と
う
ち
ゃ
ん

も
、あ
ー
ゆ
う

と
き
が
あ
っ

　
　

  

た
ん

え
、

ち
が
う
の

僕
の
じ
ゃ

な
い

思
い
出
す
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
ー

先
ぱ
い
の

友
だ
ち
の
を

も
ら
っ
て

  

く
れ
ま
せ
ん
か

卒
業
式
だ

惜
別
の
涙

じ
ゃ
よ

先
ぱ
い

あ
の
ー

お
ー
き
み
か

待
っ
て
た
ぞ

若
か
り
し

と
う
ち
ゃ
ん

ボ
タ
ン

こ
の

第
二
ボ
タ
ン
が

ほ
し
い
ん
だ
ね

フ
ー

編
集
後
記

編
集
後
記

表紙の説明表紙の説明

２
０
０
８
年
３
月
号

編
集・国
東
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課

No.24

（
☎
０
９
７
８
72
５
１
６
１・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
１
８
２
２
）  

印
刷・佐
伯
印
刷
㈱

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
eb.city.kunisaki.oita.jp

　

宝
命
寺
は
武
蔵
町
小
城
に
あ
る
天
台
宗
の
寺

院
で
す
。
小
城
山
の
中
腹
に
あ
る
駐
車
場
か
ら

徒
歩
で
観
音
堂
に
上
っ
た
所
に
こ
の
国
東
塔
は

立
っ
て
い
ま
す
。
総
高
四
ｍ
の
重
量
感
の
あ
る

均
整
の
取
れ
た
国
東
塔
で
す
。
銘
文
が
な
い
の

で
何
時
造
ら
れ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
鎌
倉
末

か
ら
南
北
朝
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
り
は
ス
ダ
ジ
イ
の
原
生
林
で
こ
れ
も
県
指
定

の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

付
近
に
は
展
望
公
園
が
あ
り
、
大
分
空
港
を

眼
下
に
遠
く
は
佐
田
岬
ま
で
素
晴
ら
し
い
眺
望

と
な
っ
て
い
ま
す
。

武
蔵
町 

「
宝
命
寺
国
東
塔
」

県
指
定
有
形
文
化
財

◆
早
い
も
の
で
、も
う
３
月
。２
月
に
は
、仏

の
里
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
修
正
鬼
会
」

や「
県
内
一
周
駅
伝
」が
開
催
さ
れ
、道
路

沿
い
や
田
ん
ぼ
に
は
、国
東
市
の
市
花「
菜

の
花
」が
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
、春
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。◆
今
月
号
の
特
集

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
整
備
計
画
が
決
定
。平
成
21
年
度
末

ま
で
に
市
内
全
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

め
ざ
し
ま
す
。我
が
家
で
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
、自
主
放
送

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。先
日
行
わ
れ
た「
平

成
19
年
大
分
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
が
制
作
し
た

「
諸
田
御
田
植
祭
り
」が
、映
像
の
部
で
特

選
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、市
報

く
に
さ
き
や
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
施
策
や
事
業
な

ど
市
政
の
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
川
）

今月の表紙は、国東町成仏寺で行われた
修正鬼会のようす。「災払鬼」「荒鬼」「鎮
鬼」の三鬼が姿を現すと会場は一気に最
高潮に。三鬼とタイレシが参拝客を囲
み、五穀豊穣、無病息災を祈りました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき
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成仏寺で修正鬼会

五穀豊穣・無病息災を願って


